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★あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？

　書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

今月の「題字」
　小学校   ４年   千

ち づ る

鶴  さん
　　　　   ４年    心

こ は る

春  さん

　今月の題字を書いてくれたのは、小
学校４年生の千鶴さんと、心春さんで
す。
　千鶴さんは、小学校に入る前から、
心春さんは１年生の時から習字を習い
始めたそうです。また２人ともピア
ノを習っていて、「練習の成果がでて、
いろんな曲を上手に弾けたときがとて
も嬉しい」と話してくれました。
　習字、ピアノのほかにスイミングも
頑張っている千鶴さん。将来の夢は、
仕事を頑張っているおじいちゃんをみ
て、家業の運送会社を継ぎたいと考え
ているそうです。
　音楽が大好きな心春さんの将来の夢
はピアノの先生。多くの子どもたちに
ピアノを教えて、音楽を好きになって
欲しいと話してくれました。

今月の読者プレゼント
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今月の読者プレゼントは、蓬の郷から「入
浴券ペアチケット＋ビール券（かき氷でも
可）」を５人の方にプレゼント！

詳しくは 27 ページをご覧ください！

特集

『男女共同参画とは？』
ほんとうは、とても大切なことなのに、いざ、「説明してください」と言われると、口ごもってしまう人も…。

あなたは、男女共同参画という言葉から、どんなことを連想しますか？

あなたは、男女共同参画という言葉に、どんな考え・イメージを持っていますか？

女の人は子どもを産んだら家庭、

男の人はずっと働くイメージ。

（10 代）

家でも社会でも、昔から比べると

平等になってきていると思う。

（50 代）
女性のための政策のような気がす

る。内容をきちんと理解していな

いので、もっと学びたいとは思う。

（40 代）

全
く
興
味
が
な
い
の
で
、

わ
か
ら
な
い
で
す
。

（
20
代
）

■問い合わせ先： 企画政策課 男女共同参画推進室　℡：474-1111（内線 250・255）
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特集『男女共同参画とは？』

あなたにとって男女共同参画とは…？

平成 11 年６月に男女共同参画社会基本法が公布・施行された当初と今では、社会は大きく変化しました。

私たちの男女共同参画に対する意識も変化してきたように思います。

改めて男女共同参画について、どんな考えやイメージを持っているか、意見を聞いてみました。

Ｑ．男女共同参画という言葉からイメージすることは？ また、男女共同参画について、どのような考えを持っていますか？

10 代・20 代 50 代・60 代・70 代30 代・40 代

● 最近、よく聞く言葉。男女平等
ということ。

● 女の人は子どもを産んだら家庭、
男の人はずっと働くイメージ。

● 頼りない男性の増加。意欲ある
女性が責任ある地位に就き、と
ても良いことだと思います。

● 自分は、子どものためにも奥さ
んには家庭に入ってほしい。

● 全く興味がないのでわからない
です。

● 「男だからこうあるべき」、「女
だからこうしないと」という思
い 込 み を 解 放 さ れ た 自 由 な イ
メージ。

● 女性のための政策のような気が
する。

● 内容をきちんと理解していない
ので、もっと学びたいとは思う。

● 自分には関係ない。

● 堅く難しい感じがする。

● 家でも社会でも、昔から比べる
と平等になってきていると思う。

● ジェンダーとしての平等を言い
ながら、まだ意識や考え方には
不平等があると思う。

● 性差ではなく、人として理解し
合い、共に学び合い、共に生き
ていく環境づくりが大切だと思
います。

あ
な
た
も
わ
た
し
も
輝
く
ま
ち
に
！

　

最
近
、「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

真
の
男
女
平
等
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
少
子
高
齢
化
、
急
速
に
変
化
す
る

社
会
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
構
築
が
こ
れ
か
ら
の
課

題
と
な
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
目
指
す
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
と
は
ど
ん
な
社
会
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
が
必
要
で
、

そ
の
よ
う
な
社
会
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

ど
う
い
う
社
会
？
男
女
共
同
参
画
社
会

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が
、

互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も

分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

◆
具
体
的
に
は
…

●�

「
女
だ
か
ら
」
と
か
「
男
だ
か
ら
」
と

い
う
だ
け
で
そ
の
可
能
性
が
狭
め
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活

か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
を
認
め
合

う
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

●�

個
人
の
意
見
を
尊
重
し
、
自
ら
の
意
思

に
基
づ
い
て
、
生
き
方
を
選
択
で
き
る

社
会
で
す
。

●�

男
性
も
女
性
も
共
に
仕
事
と
家
庭
生

活
・
地
域
活
動
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、

責
任
を
分
担
し
な
が
ら
支
え
合
い
、
心

豊
か
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
で

す
。

●�

女
性
に
新
た
な

可
能
性
を
開
く

と
同
時
に
、
男

性
に
も
新
た
な

可
能
性
の
扉
を

開
く
社
会
で
す
。

●�

家
庭
、地
域
、学
校
、職
場
な
ど
で
、
男

性
も
女
性
も
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
可

能
に
す
る
社
会
で
す
。

な
ぜ
必
要
？
男
女
共
同
参
画
社
会

　

憲
法
に
は
「
個
人
の
尊
重
」「
法
の
下

の
平
等
」
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
男
女
平

等
の
実
現
に
向
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

大
事
な
意
思
決
定
の
場
に
女
性
が
加
わ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
男
女
間
の
不

平
等
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
も
ま
だ
ま
だ

多
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
少
子
・
人
口
減
少
の
進
行
や
高

齢
化
社
会
の
到
来
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活

を
巡
る
状
況
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、「
男

は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
よ
う
な

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
に
と
ら

わ
れ
ず
に
、
家
庭
で
、
学
校
で
、
職
場
で
、

地
域
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る
よ

う
な
社
会
づ
く
り

が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

個人の能力を発揮し、働くことのできる社会へ

それでは、個人の能力を発揮し、男女

がともに働きやすい社会にするために

は、何が必要でしょうか。

まずは就業の状況から見てみましょう。

◆女性の年齢階級別労働力率の推移
（「労働力率」は 15 歳以上の人口に占める労働力人口（就業者 + 完全失業者）の割合）

就
業
の
状
況

　

我
が
国
の
各
年
代
別
の
労
働
力
率
（
15
歳
以
上
の
人
口

に
占
め
る
労
働
力
人
口
の
割
合
）
を
見
る
と
右
の
グ
ラ
フ

の
よ
う
に
、
女
性
の
20
代
か
ら
30
代
前
半
に
か
け
て
、
働

く
人
の
割
合
が
減
少
し
て
お
り
、
グ
ラ
フ
は
Ｍ
字
型
の
曲

線
（
Ｍ
字
カ
ー
ブ
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
期
に
あ
た
る
20
歳
か
ら

40
歳
代
に
労
働
力
が
低
下
す
る
た
め
「
Ｍ
字
カ
ー
ブ
」
を

描
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
の
女
性
の
働

き
方
の
特
徴
と
い
わ
れ
、本
市
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
す
。

女
性
の
社
会
進
出
の
進
展

　
「
専
業
主
婦
の
世
帯
」と「
共
働
き
世
帯
」

で
は
、
ど
ち
ら
が
多
い
で
し
ょ
う
か
。

「
専
業
主
婦
の
世
帯
」
の
方
が
多
い
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
は
平
成
９
年
以

降
、「
専
業
主
婦
の
世
帯
」
と
「
共
働
き

世
帯
」
が
逆
転
し
、
男
女
と
も
に
働
く
家

族
形
態
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
女
性
は
短
時
間
で
働
く
人
が
多

い
の
に
対
し
、
男
性
は
長
時
間
労
働
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
は
男
性
と
比
較

し
て
、
収
入
面
で
補
佐
的
な
傾
向
が
見
ら

れ
る
よ
う
で
す
。　

　

女
性
が
仕
事
を
持
つ
意
識
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
は
男
女
と
も
「
子
ど
も
が
で
き

た
ら
仕
事
を
や
め
、
大
き
く
な
っ
た
ら
再

び
仕
事
を
持
つ
方
が
良
い
」
と
し
て
「
一

時
中
断
型
」
を
支
持
す
る
人
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
最
近
は
、
男
女
と
も
「
子
ど

も
が
で
き
て
も
ず
っ
と
仕
事
を
続
け
る
」

と
し
て
「
中
断
な
し
就
業
」
を
支
持
す
る

人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

長
か
っ
た
不
況
の
影
響
も
あ
り
、
男
性
の

側
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
一
緒
に
働
い
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
主
流
と
な
っ
た
「
共
稼
ぎ
」
ス

タ
イ
ル
は
、
経
済
的
な
事
情
に
よ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
男
女
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
、
希
望
の
実
現
に
向
け
て
、
お
互
い

に
支
え
合
い
な
が
ら
、
家
庭
を
運
営
し
て

い
く
パ
タ
ー
ン
と
も
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
、
出
産
、

育
児
と
な
る
と
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支

援
策
が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
夫
婦
と

も
に
苦
労
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が

少
子
化
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆仕事をしている理由（複数回答・男女別）
【平成 23 年調査結果】

64.2％
82.9％

27.2％
41.2％

37.8％
39.1％

45％
29％

26.9％
28.7％

33.9％
26.4％

17.5％
17.4％

17.5％
21.7％

24.2％
15.7％

16.1％
10.1％

13.6％
22.0％

8.9％
20％

21.9％
17.4％

10％
6.4％

3.3％
3.2％

3.1％
2.6％

3.6％
3.5％

0％
0％

生計を維持するため

働くのが当然だから

将来に備えて貯蓄するため

家計の足しにするため

自由に使えるお金を得るため

生きがいを得るため

能力・技能・資格を活かすため

教育資金を得るため

仕事をするのが好きだから

視野を広げる・友人を得るため

住宅ローンなどの返済のため

社会に貢献するため

家業であるから

時間に余裕があるから

その他

特に理由はない

わからない

無回答
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家
庭
生
活
に
お
け
る
役
割
分
担

　

家
庭
生
活
で
の
家
事
、
育
児
な
ど
の
役

割
分
担
を
み
る
と
、
前
回
の
調
査
と
比
較

し
た
場
合
、「
夫
婦
」
の
割
合
が
増
え
て

は
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
女
性
に
と
っ
て
、
結
婚
、
出

産
、
育
児
な
ど
が
男
性
よ
り
も
大
き
な
負

担
と
な
り
、
女
性
の
働
き
方
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

●
出
産
・
子
育
て

　

結
婚
や
出
産
後
、
女
性
は
就
業
を
ど
う

す
る
か
に
つ
い
て
の
選
択
を
迫
ら
れ
ま
す
。

意
識
面
で
は
子
ど
も
が
で
き
て
も
ず
っ
と

仕
事
を
続
け
る
の
が
よ
い
と
い
う
方
向
へ

変
化
し
て
い
る
も
の
の
、
現
実
に
は
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

●
妻
に
偏
る
家
事
・
育
児

　

妻
が
育
児
の
た
め
に
就
業
を
中
断
す
る

背
景
と
し
て
、
妻
に
荷
重
な
家
事
・
育
児

負
担
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
夫
が
家
事
や
育
児
な
ど
に
か
け
る

時
間
は
妻
と
比
べ
て
著
し
く
短
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

妻
に
家
事
や
育
児
の
負
担
が
偏
っ
て
し

ま
う
の
は
、
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識

が
未
だ
に
根
強
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
男
性
が
仕
事
に
忙
し
く
家
事
・
育

児
を
行
う
余
裕
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
要

因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

特集『男女共同参画とは？』

男
性
側
の
問
題

　

高
度
成
長
時
代
、家
庭
を
顧
み
な
い「
会

社
人
間
」
が
育
て
ら
れ
、
そ
の
風
潮
は
今

日
も
な
お
、
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
影
で
は
、「
過
労
死
」や「
中

高
年
男
性
の
自
殺
」
の
増
加
と
い
う
悲
劇

も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
増
加

傾
向
に
あ
る
自

殺
者
は
、
働
き

盛
り
の
男
性
が

多
く
、
自
殺
の

原
因
は
経
済
や

生
活
に
関
す
る
問
題
か
ら
悩
み
が
生
じ
や

す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
男
は
弱
音
を
吐
い
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
来
る
行
き
詰

ま
り
が
、
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

少
子
化
対
策
の
推
進　
　

　

女
性
が
社
会
に
出
る
の
が
あ
た
り
ま
え

の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
少
子
化
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に
は
、
働
く
女
性
に
安

心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

そ
し
て
男
性
も
子
育
て
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
両
立
支
援
策
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
女
性
に
対
し
て
仕
事
か

出
産
か
二
者
択
一
を
迫
る
社
会
構
造
が
あ

り
、
少
子
化
の
主
な
原
因
の
一
つ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
実
に
、
出
産
に
際
し
、

約
７
割
の
女
性
（
30
歳
以
上
）
が
退
職
し

て
い
ま
す
。
中
に
は
専
業
主
婦
と
な
る
こ

と
を
希
望
し
て
退
職
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
仕
事

と
出
産
・
育
児
の
両
立
が
難
し
い
こ
と
か

ら
、
や
む
を
得
ず
仕
事
を
辞
め
ら
れ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
最
近
の
世
論
調
査

で
は
、「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
と
働

き
方
の
見
直
し
の
促
進
」、「
子
育
て
に
お

け
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
」
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
働
く
女
性
が
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
や
働
き
方
の
見

直
し
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
少
子
化
対
策
の
柱
と
言
え

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
保
育
所
整
備
、
育
児
・

介
護
休
業
制
度
の
推
進
、
そ
し
て
こ
れ
は

男
性
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
早
く
帰

宅
す
る
こ
と
に

よ
り
、
個
人
個

人
の
健
康
を
整

え
、
家
事
・
育

児
・
介
護
を
果

た
せ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
の

よ
う
な
多
様
な

働
き
方
を
認
め
、

仕
事
と
生
活
の

バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
こ
と
、
こ
れ
が
『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
』
の
考
え
で
す
。

◆家庭生活における役割分担 資料：志布志市男女共同参画・ＤＶに関する住民意識調査

■ 夫　　　■ 妻　　　■ 夫婦　　　■ その他　　　■ 無回答

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
は

　

仕
事
が
忙
し
い
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
か
？
で
き
る
こ
と
な
ら
、
仕
事

と
私
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
働
き
方

が
し
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
、

老
若
男
女
誰
も
が
、
仕
事
、
家
庭
生
活
、

地
域
生
活
、
個
人
の
自
己
啓
発
等
の
様
々

な
活
動
に
つ
い
て
、
希
望
に
沿
っ
た
形
で

展
開
で
き
る
状
況
の
こ
と
で
す
。

● 

仕
事
に
追
わ
れ
、
心
身
の
疲
労
か
ら
健

康
を
害
し
か
ね
な
い
。

● 

仕
事
と
子
育
て
や
親
の
介
護
と
の
両
立

に
悩
ん
で
い
る
。

　

つ
ま
り
、
仕
事
と
仕
事
を
離
れ
た
個
人

の
生
活
の
両
立
に
つ
い
て
ど
ち
ら
か
が
犠

牲
に
な
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
充
実
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
考

え
方
で
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
？

◆
国
・
地
方
自
治
体
は
？

　

国
民
運
動
と
し
て
盛
り
上
げ
、
制
度
の

構
築
・
環
境
整
備
な
ど
の
支
援
策
に
取
り

組
む
。

◆
企
業
は
？

　

効
果
的
な
働
き
方
の
促
進
や
柔
軟
な
勤

務
形
態
等
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
。

　

仕
事
の
進
め
方
や
時
間
管
理
の
効
率
化
、

短
時
間
勤
務
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
な

ど
を
導
入
す
る
。

◆
私
た
ち
は
？

　

自
分
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
あ
り
方
を
考
え
、
家
庭
や
地
域
の
中
で
、

積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
。
特
に
、
家
庭

で
は
「
固
定
的
性
別
役
割
分
担
」
を
見
直

し
、
男
女
が
と
も
に
家
事
や
育
児
を
行
い
、

家
族
や
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ら
を
実
現
し
た
社
会
は
…

● 

多
様
な
働
き
方
・
生
き
方
が
選
択
で
き

る
。

● 

健
康
で
、
豊
か
な
生
活
の
た
め
の
時
間

が
確
保
で
き
る
。

● 

企
業
で
は
、
生
活
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス

を
う
ま
く
取
る
こ
と
が
で
き
る
職
場
環

境
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
生
産
性
、
効

率
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
実
現

す
る
と
、
女
性
も
男
性
も
や
り
が
い
や
充

実
感
を
感
じ
な
が
ら
働
き
、
家
庭
や
地
域

生
活
な
ど
に
お
い
て
も
、
子
育
て
期
、
中

高
年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階
に
応
じ

て
多
様
な
生
き
方
が
選
択
で
き
る
活
力
あ

る
社
会
に
な
り
ま
す
。

　

働
く
目
的
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
社
会
と
か
か
わ
り
な
が
ら
働
く

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
私
ら
し

く
生
き
る
た
め
に
、
働
く
こ
と
を
見
つ
め

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ｑ 

．『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』

は
女
性
の
た
め
の
も
の
で
す
か
？
ま

た
は
、
子
育
て
中
の
人
の
た
め
で
す

か
？

Ａ 

．
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は

女
性
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
育
て
期
の
男
性
は
も
ち

ろ
ん
、
介
護
を
担
う
必
要
が
あ
る
人
、

将
来
に
向
け
て
自
己
啓
発
の
学
習
に

取
り
組
み
た
い
人
、
地
域
の
活
動
に

参
加
し
た
い
人
、
趣
味
の
時
間
を
大

切
に
し
た
い
人
な
ど
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
老
若
男
女
問
わ

ず
、
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
も
の
で

す
。

Ｑ 

．
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
、

政
府
や
自
治
体
が
取
り
組
む
こ
と
で

は
？

Ａ 

．
少
子
化
に
対
す
る
危
機
感
や
労
働

力
不
足
解
消
へ
の
対
策
と
し
て
、
政

府
や
自
治
体
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
推
進
の
大
き
な
流
れ
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
政
府

や
自
治
体
の
働
き
か
け
だ
け
で
は
実

現
で
き
ま
せ
ん
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
は
、
一
人
ひ
と
り
が
充
実

し
た
生
活
を
送
れ
る
社
会
の
実
現
の

た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
会
社

や
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
メ
リ
ッ
ト
を
意

識
し
な
が
ら
取
り
組
み
初
め
て
実
現

す
る
も
の
で
す
。

男女共同参画社会実現のために
◆市民は … 男女が共に支え合い、心豊かに自分らしく生きることについて考え、実践していきましょう。
◆ 学校・職場・地域などは … それぞれの習慣や慣行を見直し、誰もが男女や世代の区別なく能力を発揮できるよう改善し

ていきましょう。
◆ 行政は … 市民や学校・職場・地域などにおいて男女共同参画の必要性を理解し、行動していくことができるよう、意識

の啓発や情報提供を行うとともに、男女共同参画の視点から各施策を進めていきます。

男女共同参画社会の実現は、行政のみではできません。市民一人ひとりの意識改革と実践が大切です。
一人ひとりの豊かな人生、仕事、家庭、地域生活など、多様な活動を自ら希望に沿った形で展開でき、
男女がともに夢や希望を実現するために、「男女共同参画社会」が必要なのです。
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10 日間で 8,934 杯を売り上げました！

第
５
回
全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権

　

１
月
10
日
か
ら
19
日
の
間
、「
第
５
回

全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
」
が
東
京

ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
志
布
志
市
か
ら
は

予
選
会
を
見
事
に
突
破
し
た
「
志
布
志
黒

豚
三
昧
丼
」
が
参
戦
し
ま
し
た
。

　
「
志
布
志
黒
豚
三
昧
丼
」
は
昨
年
に
続

い
て
の
本
選
出
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
５
位
以
内
に
入
賞
す
る
こ
と
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
選
に
出
場
し
た
志
布
志
黒
潮
隊
の
田

浦
天
志
さ
ん
は
「
悔
し
い
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
地
元
市
民
の

方
々
、
わ
ざ
わ
ざ
会
場
ま
で
お
越
し
い
た

だ
い
た
方
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と
話

さ
れ
、
今
後
の
活
動
に
対
し
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

まちの

話 題 しぶし TOPICS

ツ
ー
リ
ズ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
！

　

1
月
22
日
、
市
文
化
会
館
で
「
か
ご
し

ま
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
in
志
布
志
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地

の
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
践
者
な
ど
約
90
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
薩
摩
川
内
市
、

伊
佐
市
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
2
組
の
ご
夫

婦
が
講
演
さ
れ
、
参
加
者
は
特
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
志
布
志
市
「
志
」
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
議
会
メ
ン
バ
ー
主
催
で
交
流
会
を

行
い
、
地
元
の
旬
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
、
心
尽
く
し
の
お
料
理
で
参
加
者

を
も
て
な
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
は
料

理
を
楽
し
み
、
作
り
方
を
尋
ね
る
な
ど
、

活
発
に
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

心尽くしのおもてなしに参加者は大感激！

市民の暮らしを守る日頃の活動に感謝します

消
防
出
初
式

　

１
月
６
日
、
城
山
総
合
公
園
多
目
的
広

場
及
び
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
26
年
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

池
田
勝
蔵
消
防
団
長
を
先
頭
に
、
消
防

団
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
で
消
防
団
員
が
入
場

行
進
を
行
い
、
市
内
の
各
分
団
が
一
堂
に

会
し
ま
し
た
。
観
閲
の
後
、
松
山
方
面
隊

泰
野
分
団
と
山
重
小
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が

訓
練
を
披
露
し
た
ほ
か
、
放
水
演
習
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
、
日
本
消
防

協
会
表
彰
伝
達
等
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

１
４
８
人
の
消
防
団
員
と
、
３
つ
の
分
団

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
活

動
す
る
消
防
団
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

まちの

話 題しぶし TOPICS

旭
日
単
光
章
を
受
章

　

通
算
５
期
20
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
旧

有
明
町
議
会
で
議
員
を
務
め
、
広
く
地
方

自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
、
故
山
中
梓

氏
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
１
月
８

日
、
そ
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
昭
和
50
年
５
月
に
同
町
議
会
議

員
に
初
当
選
以
来
、
平
成
７
年
４
月
ま
で

務
め
ら
れ
、
特
に
町
道
の
改
良
舗
装
率
改

善
と
生
活
道
路
網
の
整
備
や
、
町
営
住
宅

建
設
に
よ
る
定
住
促
進
な
ど
に
力
を
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
を
図
る
た
め
に
各
種
基
盤
整
備
事

業
の
導
入
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
高

生
産
・
高
能
率
の
農
業
経
営
が
実
現
、
農

家
の
所
得
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

志布志市発展の礎を作られました

今
年
も
最
優
秀
賞
を
独
占
！

　

12
月
20
日
、
平
成
25
年
度
曽
於
地
区
し

い
た
け
品
評
会
が
開
催
さ
れ
、
生
し
い
た

け
、
乾
し
し
い
た
け
な
ど
４
部
門
で
品
質

が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
４
部
門
の
最
優
秀
賞
を
、

本
市
の
生
産
者
で
あ
り
、
市
し
い
た
け
振

興
会
の
会
員
で
あ
る
吉
田
一
虎
さ
ん
と
中

川
式
司
郎
さ
ん
の
２
人
で
独
占
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
も
本
市
の
生
産
者
が
最
優

秀
賞
を
独
占
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市

で
生
産
さ
れ
る
し
い
た
け
の
品
質
が
非
常

に
優
れ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
し
い
た
け
振
興
会
長
で
今
回
の
受
賞

者
で
も
あ
る
吉
田
一
虎
さ
ん
は
、「
振
興

会
一
丸
と
な
っ
て
厳
し
い
品
質
管
理
に
取

り
組
ん
だ
成
果
で
す
。
非
常
に
嬉
し
く
思

い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。　

これからも安心安全なおいしいしいたけを提供します！

「
恋
チ
ュ
ン
」
で
ま
ち
を
元
気
に
！

　

Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン

ク
ッ
キ
ー
」
に
合
わ
せ
た
ダ
ン
ス
の
志

布
志
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
制
作
さ
れ
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
民
間
有
志
が
企
画
・
制
作
し
た

こ
の
動
画
は
、
元
気
な
市
民
の
方
々
が
踊

る
も
の
。
数
多
く
の
企
業
や
地
域
、
学
校

等
の
団
体
な
ど
が
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

制
作
費
ゼ
ロ
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
企

画
に
多
く
の
人
が
賛
同
、
年
末
の
忙
し
い

時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、
約
５
０
０
人
が
計

45
カ
ッ
ト
に
出
演
し
ま
し
た
。

　

動
画
が
公
開
さ
れ
た
初
日
に
は
な
ん
と

約
２
万
回
の
動
画
再
生
を
記
録
し
、
１
月

末
現
在
で
７
万
回
を
超
え
る
視
聴
回
数
に

な
っ
て
い
ま
す
。

まちの元気が伝わる動画です！

メリケントキンソウを駆除

　１月 19日、松山町にある 3つの
小学校が合同で、道の駅松山周辺に
繁殖した「メリケントキンソウ」の
駆除を行いました。
　「メリケントキンソウ」は果実に
数ミリほどの鋭いトゲがある外来植
物で、市内でも相次いで確認されて
います。参加した約 30人のボラン
ティアは２時間ほどかけてこれを抜
き取り、駆除を終えました。　
※ �20 ページに関連の記事・写真が
あります。

危険な外来植物駆除に取り組みます

無病息災を願って、迫力ある鬼火焚きが行われました
　
　１月 11日と 12日、松山町の新橋校区と泰野校区で鬼火焚きが行われ、
１年間の無病息災を祈願しました。
　11日に行われた新橋校区の鬼火焚きでは、小学生の大声コンテストや
保育園児の舞台発表が行われたほか、温かいぜんざいが振る舞われました。
　また 12 日に行われた泰野校区の鬼火焚きでは、小学生の「将来の夢」
の発表や、子どもたちが打ったそばの振る舞いなどが行われました。

新橋校区 泰野校区
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中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
！

　

市
役
所
松
山
支
所
敷
地
内
に
あ
る
日
本

庭
園
で
、
新
橋
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委

員
会
に
よ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
が

１
月
10
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
昨
年
ま
で
石
蔵
倉
庫

を
活
用
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
会
場
を
今
回
初
め
て
屋

外
に
移
し
、
地
域
の
財
産
で
あ
る
同
庭
園

で
実
施
し
ま
し
た
。
準
備
に
は
同
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
市
役
所
の
サ

ポ
ー
ト
職
員
、
そ
し
て
松
山
中
学
校
の
生

徒
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
の
経
験
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
の
準
備
で
し
た
が
、
夕
方
近
く
に
は
無

事
に
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。
期
間
中
は
、

水
辺
に
浮
か
ぶ
美
し
い
光
が
、
訪
れ
た
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

新橋校区の新しい試み！皆で協力し、設置しました。

多くの人が声援を送り、十両優勝を喜びました

千
代
丸
関
が
13
勝
２
敗
で
十
両
優
勝
！

　

１
月
26
日
に
千
秋
楽
を
迎
え
た
大
相
撲

一
月
場
所
で
、
本
市
出
身
の
千
代
丸
関
が

見
事
に
十
両
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
本
市
出
身
の
弟
、
千
代
鳳
関
は

先
場
所
の
九
州
場
所
で
十
両
優
勝
を
果
た

し
て
お
り
、
兄
弟
に
よ
る
2
場
所
続
け
て

の
十
両
優
勝
は
史
上
初
で
す
。

　

優
勝
を
決
め
た
当
日
は
、
サ
ン
ポ
ー
ト

し
ぶ
し
ア
ピ
ア
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
が
あ
り
、
多
く
の
人
が
千
代
丸
関
に

声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
千
代
鳳
関
も
10
勝
5
敗
と
い
う
素

晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
、
入
幕
し
て
か
ら

初
め
て
の
勝
ち
越
し
を
決
め
ま
し
た
。

　

来
場
所
は
、
県
内
出
身
力
士
で
は
逆
鉾

関
・
寺
尾
関
に
続
く
、
兄
弟
で
の
幕
内
力

士
の
誕
生
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

まちの

話 題 しぶし TOPICS

まちの

話 題しぶし TOPICS

韓
国
・
延ヨ

ン
セ世

大
学
野
球
合
宿

　

１
月
16
日
、
志
布
志
市
で
合
宿
を
行
う

延
世
大
学（
韓
国
）
の
野
球
部
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
が
有
明
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

1
月
15
日
か
ら
２
月
14
日
ま
で
の
約
１

か
月
間
志
布
志
で
合
宿
を
行
う
延
世
大
学

は
、
韓
国
ソ
ウ
ル
市
に
あ
る
私
立
大
学
で

す
。
特
に
野
球
部
は
、
昨
年
の
韓
国
大
学

リ
ー
グ
で
準
優
勝
す
る
な
ど
、
プ
ロ
野
球

選
手
も
輩
出
す
る
強
豪
校
で
す
。

　

同
野
球
部
の
曺
チ
ョ
ウ

監
督
は
「
日
本
で
の
合

宿
場
所
を
探
す
中
で
、
野
球
に
集
中
で
き

る
環
境
を
持
つ
志
布
志
市
を
選
び
ま
し
た
。

来
た
る
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
、
優
勝
で
き

る
よ
う
に
１
か
月
間
し
っ
か
り
練
習
し
た

い
で
す
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。市などから特産品（黒豚１頭）が贈られました

「
交
通
安
全
教
室
」
を
実
施

　

１
月
20
日
、
市
交
通
安
全
母
の
会
の
活

動
の
一
環
と
し
て
、
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
で
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
願
い
、

交
通
安
全
啓
発
を
中
心
に
活
動
し
て
お
り
、

昨
年
12
月
に
鹿
児
島
市
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
命
を
守
る
旗
リ
レ
ー
」
の
活
動
と
し

て
、
平
成
25
年
の
交
通
事
故
発
生
状
況
や

そ
の
傾
向
な
ど
の
講
義
や
、
ド
ラ
イ
ブ

シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
や
模
擬
横
断
歩
道
を
使

用
し
た
実
技
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
の
井
手
元
和
子
会
長
は
「
交
通
事

故
で
亡
く
な
る
方
が
１
人
で
も
少
な
く
な

る
よ
う
、
今
回
の
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
、
よ
り
効
果
的
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。日々の交通安全運動にさらに全力で取り組みます！

タ
ス
キ
を
繋
ぐ
、
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
！

　

１
月
13
日
、
２
０
１
４
第
９
回
志
布
志

ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
競
走
大
会
が
、
志
布
志
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
小
学
生
の
部
64
チ
ー
ム
、
中
学
生

以
上
の
部
49
チ
ー
ム
の
計
１
１
３
チ
ー

ム
、
５
６
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
よ
る
ぜ

ん
ざ
い
や
、
若
葉
会
に
よ
る
お
茶
の
振
る

舞
い
も
あ
り
ま
し
た
。

◆
小
学
生
の
部
・
団
体
賞

●
小
学
生
女
子

　

１
位　

高
山
Jr
陸
上
４
年　

31
分
37
秒

●
小
学
生
男
子

　

１
位　

高
山
Jr
陸
上
Ａ　
　

29
分
38
秒

◆
小
学
生
の
部
・
申
告
タ
イ
ム
賞

●
誤
差
１
秒　

原
田
小
学
校
５
・
６
年

◆
中
学
生
以
上
の
部
・
団
体
賞

●
中
学
生
女
子

　

１
位　

谷
山
中
学
校
女
子
Ａ　

54
分
36
秒

●
中
学
生
男
子

　

１
位　

谷
山
中
学
校
男
子
Ａ　

47
分
39
秒

●
一
般
女
子

　

１
位　

尚
志
館
ク
ラ
ブ
女
子　

49
分
57
秒

●
一
般
男
子

　

１
位　

尚
志
館
ク
ラ
ブ
１
年　

44
分
43
秒

◆
中
学
生
以
上
の
部
・
申
告
タ
イ
ム
賞

●
誤
差
２
秒　

尚
志
館
ク
ラ
ブ
３
年

　　

そ
の
他
、
飛
び
賞
、
当
日
賞
、
遠
来
賞
、

敢
闘
賞
が
あ
り
ま
し
た
。

やっちく松山藩からも参加！ 一般男子の部で優勝した尚志館高校 温かい「ぜんざい」が振る舞われました

2014 第９回 志布志ジョガー駅伝競走大会

11　市報しぶし■ 2014.2
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  図書館へ行こう！
～ 一 冊 の 本 と の 出 会 い が  あ な た の 人 生 を 変 え る ！ ～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 
　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

■「陰陽師 蒼猴ノ巻」        　　　
夢枕　獏　著

　平安の都で起きる怪しく妖しい事件の
数 々。 若 き 陰 陽 師・
安倍晴明と笛の名手・
源博雅が、幽鬼や怨
霊たちが引き起こす
怪事件を鮮やかに解
決 ! 「 鬼 市 」「 か ら く
り道士」など全 10 編
を収録。『オール讀物』
掲載を単行本化。

新 刊 案 内 ■「 怪談を書く怪談」　　   　
　加門　七海   著

　寝つかれずに、ふと窓の外に視
線を投げると、切れ落ちた崖の際
に、真っ白いものがあるのに気がつ

い た。 そ れ は
崖 に し が み つ
い て い る 白 い
右 手 だ っ た と
い う …。 加 門
七 海 の 5 年 ぶ
り の 怪 談 実 話
集。 書 き 下 ろ
し 3 篇も収録。

図 書 館 イ ベ ン ト カ レ ン ダ ー （ 2 月 ・ 3  月 ）　 お は な し 会 へ 出 か け よ う ！

2 月 場 所 イベント名

８日（土） 本館  おはなし会（かみふうせん） 10時30分 〜

15 日（土） 本館  おはなし会（かみふうせん） 10時 〜

22 日（土） 本館  図書館まつり おはなし会 11時〜・14時 〜

23 日（日） 本館  図書館まつり ミニおはなし会 14時 〜

3 月 場 所 イベント名

１日（土） 本館  おはなし会 (かみふうせん） 10時30分〜

８日（土） 本館  おはなし会 (かみふうせん） 10時30分〜

15 日（土） 本館  おはなし会 (かみふうせん） 10時30分〜

◆ ２月 ・ ３月の休館日

　　【２月】10 日、17 日、19 日、24 日

　　【３月】３日、10 日、17 日、19 日

児 童
■「ほねほねザウルス 11 だいぼうけん ! ボコボコン・ホール」
　カバヤ食品株式会社 /原案 監修・ぐるーぷアンモナイツ /作 絵

■「よわむしカエル」
花冬 けい子 /作・かわいち ともこ /絵

■「つきよのニャロベエ」
古内 ヨシ /作

一 般
■「金猫座の男たち」

加藤 元　著

■「その峰の彼方」
笹本 稜平　著

■「彼が通る不思議なコースを私も」
白石 一文　著

スタンプラリーもあるよ！みんなおいでよ！

★図書館まつりを開催

◆平成 26 年 2 月 22 日（土）・23 日（日）　10：00 ～
● 22 日： 読書感想文感想画コンクール表彰式・おは

なし会・エコバック作り・本のコーティング
体験・ブックドクターなど

● 23 日： 本探しゲーム・一箱古本市・工作・おはなし会・
ミニ本メモ帳作りなど

　※子どもが読むおはなし会（小・中学生募集）
　※移動図書館車「がんがらちゃん」公開！

★「一箱古本市」の出店者とスタッフを募集します！

　2 月 23 日（日）の図書館まつりの中で「一箱古本市」を
行います。一箱古本市は、出店者が絵本・本・雑誌（40 冊）
などの価格を設定し、一箱の中で販売します。その出店
者とボランティアスタッフを募集します。詳しくは、図
書館ホームページまたは市立図書館にお問合せください。

★桜島大正噴火 100 周年記念

桜島火山防災学習パネル展

◆２月１日（土）～２月 16 日（日）　●図書館ロビーにて入場は無料です。

　全国の絵本専門
店、児童書の担当者
が選んだ、2013 年
に最も支持された絵
本のセレクション。
�プロが選んだおす
すめの絵本、大人に
も手に取ってほしい
です。

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

「 

雑
誌『
Ｍ
Ｏ
Ｅ
』絵
本
屋
さ
ん

   

大
賞
２
０
１
３ 

」

※ ３月にかけて「志ふれあい交流館」の建設工事中です。

図書館利用者の方々には、駐車場利用など、大変ご迷惑

をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ先：志布志市立図書館　℡：472-3322

今月のテーマ図書
「 バレンタインデー＆ホワイトデー 」

　市販のチョコもい
いけど…、今年のバ
レンタインデーは手
作りチョコ♡なんて
どうですか？
�スイーツ男子な貴
方にもおススメの本
ありますよ！

13　市報しぶし■ 2014.2



健康についての様々な相談にいつでも応じています。
お気軽にお問い合わせください。

Health Up
for

  mile
保健師・栄養士メモ

本庁 保健課　℡：474-1111（内線 164）
松山支所 市民課   ℡：487-2111（内線 273）　志布志支所 福祉課   ℡：472-1111（内線 206）問

　

生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
、
脂
質
異

常
症
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
な
ど
）
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
早
期
に
発
見
し
、
命

に
関
わ
る
病
気
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
た
健
診
で
す
。

で
も
…

ま
だ
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
！

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は

自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
特
徴
で
、

気
づ
い
た
と
き
に
は
動
脈
硬
化
が
進

ん
で
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
忙
し
く
て
暇
が
な
い
」
な
ど
の

理
由
で
健
診
を
希
望
さ
れ
な
い
方
々

に
こ
そ
、
ぜ
ひ
受
け
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
。

　
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞
の
危
険
性
！

　　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は

食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
な
ど
、
良
く

な
い
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
が
原
因

と
な
っ
て
起
こ
る
た
め
、
生
活
習
慣

の
改
善
に
よ
り
予
防
・
改
善
が
で
き

ま
す
。
ご
自
分
の
健
康
管
理
の
た
め

に
も
、
年
に
１
度
は
必
ず
健
診
を
受

け
、
年
ご
と
の
健
診
結
果
の
数
値
の

変
化
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

特
定
健
診
の
対
象
者
は
、
40
歳
以

上
75
歳
未
満
の
方
で
す
（
75
歳
以
上

の
方
は
長
寿
健
診
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
内
容
は
特
定
健
診
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
ま
せ
ん
）。

健
診
の
内
容

◆
血
圧
測
定　
　

◆
腹
囲
測
定

◆
身
体
測
定（
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）

◆
心
電
図　
　
　

◆
医
師
診
察

◆ 

血
液
検
査
（
脂
質
検
査
・
血
糖
検

査
・
肝
機
能
検
査
・
腎
機
能
検
査
）

◆
検
尿
（
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く
）

◆
質
問
票

※
医
師
が
必
要
と
認
め
た
方
の
み

●
眼
底
検
査　

●
貧
血
検
査

　

特
定
健
診
は
医
療
保
険
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
が
、
受
診
方
法
も
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。

　

市
で
実
施
す
る
「
集
団
検
診
」
の

他
に
も
、
御
自
分
の
希
望
す
る
病
院

で
、
希
望
す
る
日
時
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
「
個
別
健
診
」、
治
療
・

通
院
し
て
い
る
方
は「
情
報
提
供
票
」

の
提
出
等
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
５
月
か
ら
８
月
に
か

け
て
実
施
す
る
予
定
の
特
定
健
診
・

が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
受
診
希
望
調

査
票
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、市
で
行
う
健
診
（
検
診
）

の
対
象
者
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

や
、
通
院
中
の
方
々
に
情
報
提
供
票

を
提
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
調
査

す
る
も
の
で
す
。

　

健
診
（
検
診
）
日
程
の
調
整
や
、

対
象
者
の
把
握
に
必
要
な
た
め
、
調

査
票
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

都
合
に
よ
り
健
診
を
希
望
さ
れ
な

い
方
も
、
そ
の
理
由
を
ご
記
入
の

上
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

ご
不
明
な
点
は
、
保
健
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

目
指
せ
！　

受
診
率　
　

％
！

家
族
の
笑
顔
を
守
る
、

特
定
健
診

特
定
健
康
診
査
と
は
？

な
ぜ
早
期
発
見
が
大
切
な
の
？

ストップ！
滞納

Tax Information

本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153）
　　　　　　　　　　　　　    収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の滞納処分の状況や税金に関することをご紹介します。

平成25年度 滞納処分等実施状況について

　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・
病気等により収入がない方につきましては、本庁・各支所
の税務窓口で随時納税相談を実施しています。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公
平を保ち、大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不
動産など）を差し押さえることになります（法律では、「督促
状を発した日から起算して 10 日を経過した日までに完納しな
いとき」は、「財産を差し押さえなければならない」と定めら
れています）。

◆差押えを実施した人数：174 人（平成 25 年 4 月〜平成 26 年１月末現在）

【差押えの内容】

 ●給与　　16 人
 ●預貯金　95 人
 ●不動産　26 人
 ●動産　　８   人
 ●債権　　29 人

今
月
の
納
税

納
付
期
限
：

口
座
振
替
日
：

２
月
28
日
（
金
）

２
月
25
日
（
火
）

口
座
振
替
を
さ
れ
る
方
は
、

口
座
振
替
日
の
前
日
ま
で

に
残
高
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税（
10
期
）

●
介
護
保
険
料
（
10
期
）

● 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
10
期
）

※�

納
税
証
明
等
の

交
付
に
つ
い
て

　

金
融
機
関
等
で
納
付
し

て
か
ら
市
役
所
で
納
付
確

認
が
で
き
る
ま
で
、
約
１

週
間
程
度
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
納
付
後
、
早

急
に
納
税
証
明
等
が
必
要

な
場
合
は
領
収
書
等
を
ご

持
参
の
う
え
交
付
請
求
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

安
心
・
確
実
・
便
利
な
口
座
振
替
を
御
利
用
く
だ
さ
い

市
税
等
の
お
支
払
い
は
、

　

口
座
振
替
は
、
御
指
定
の
口
座
か
ら
自
動
的

　

に
引
き
落
と
し
を
行
う
も
の
で
す

◆
メ
リ
ッ
ト
：

●�

金
融
機
関
に
納
め
に
行
く
手

間
が
省
け
ま
す
。

●�

う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。

●�

翌
年
（
次
回
）
か
ら
も
自
動

的
に
継
続
さ
れ
る
た
め
、
再

手
続
き
は
不
要
で
す
。

◆
御
利
用
で
き
る
金
融
機
関
：

　

�

鹿
児
島
銀
行
・
南
日
本
銀
行
・

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
・
九

州
労
働
金
庫
・
鹿
児
島
信
用

金
庫
・�

鹿
児
島
興
業
信
用
組

合
・
そ
お
鹿
児
島
農
業
協
同

組
合
・
あ
お
ぞ
ら
農
業
協
同

組
合
・
宮
崎
銀
行
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
（
郵
便
局
）

◆
振
替
日
：

　

 

納
期
月
の
25
日
（
再
振
替
は

翌
月
の
10
日
）

※�

振
替
日
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

◆ 

申
込
方
法
：

　

右
記
の
金
融
機
関
に
申
込
書

が
あ
り
ま
す
の
で
、
通
帳
・
通

帳
届
出
印
・
納
税
義
務
者
が

は
っ
き
り
と
わ
か
る
も
の
（
通

知
書
等
）
を
お
持
ち
に
な
り
、

金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

申
込
の
受
付
は
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
申
し
込
み
を
さ

れ
た
後
、
約
２
か
月
、
登
録
期

間
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
込
手
続
き
は
お
早
め
に
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
あ
る
一
定
期
間
引
き

落
と
し
で
き
な
い
場
合
は
、
口

座
振
替
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※ 

固
定
資
産
税
の
共
有
名
義
分

に
つ
い
て
は
、
個
人
分
と
は

別
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※ 

口
座
振
替
を
解
約
さ
れ
る
と

き
は
、
書
面
に
よ
り
金
融
機

関
へ
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

税
務
課�

収
納
管
理
係　
　

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
１
４
７
・
１
４
８
）

体調も万全！

何ともないし、大丈夫！

お金ないし、ダルいし、

面倒くさ～い！

本当に？昨日は外食して

いたような…？

本当に何もないのでしょ

うか…。何で分かるの…？

腹囲
男性：85cm 以上
女性：90cm 以上

＋

★ 
高
血
圧
・
高
血
糖
・
脂
質
異
常
の

う
ち
、
２
つ
以
上
に
該
当

＝

特
定
健
診
の
内
容
は
？

受
け
て
み
よ
う
か
な
…

で
も
、
ど
う
や
っ
て
？

平
成
26
年
度　

特
定
健
診

希
望
調
査
票
受
付
中
！

健診を受けに、

行ってみよう！

70
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志布志市が取り組む「ブランドづくり」をご紹介します！

こころざし
ブランド通信

Shibushi Brands News 

ブランド推進物語⑥

17　市報しぶし■ 2014.2

本庁 企画政策課 ブランド推進室   ℡：474-1111（内線 254）問

【
こ
こ
ろ
ざ
し
コ
ラ
ム　

第
８
回
】

　

志
布
志
と
い
う
場
所
に
は
広
大
無
辺
の
宝
が
あ
り
ま
す
。�

　

そ
れ
は
こ
の
地
を
舞
台
に
し
た
伝
承
文
化
、
神
話
の
中
に
、
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
山
宮
神
社
に
眠
る
歴
史
に
も
見
ら
れ
る

『
も
の
の
あ
わ
れ
』
は
日
本
人
の
美
徳
を
つ
く
り
、
わ
れ
わ
れ
の
良

識
道
徳
を
喚
起
し
、
郷
土
愛
や
人
類
愛
を
育
て
る
手
引
き
に
な
り
ま

し
た
。�

　

誠
実
、
忍
耐
、
惻
隠
、
恥
、
慈
愛
な
ど
、
日
本
の
精
神
に
由
来
す

る
か
た
ち
は
、
あ
ら
ゆ
る
神
話
や
伝
説
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
言
う

な
ら
ば
そ
れ
は
時
流
を
超
越
し
た
『
高
次
の
情
緒
』
と
も
言
う
べ
き

も
の
で
あ
り
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
べ
き
古
き
良
き
国
民
意
識
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
淵
源
だ
と
思
い
ま
す
。

　

史
実
的
検
証
の
側
面
と
し
て
も
、「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」
を
概

論
と
し
つ
つ
、
た
と
え
ば
天
智
、
天
武
時
代
の
大
隅
半
島
の
詳
細
な

事
情
を
紐
解
く
に
は
、
当
時
の
歴
史
的
な
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
な
い
中
、
安
楽
山
宮
神
社
に
伝
わ
る
縁
起
に
重
大
な
手
が
か
り
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
事
実
も
と
て
も
興
味
深
い
こ
と
で
す
。

　

神
話
に
眠
る
歴
史
（
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
は
、
こ
の
地
で
生
ま
れ
る
あ

ら
ゆ
る
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を

裏
付
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
に
も
成
り
得

ま
す
。

　

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
（
日
本
武
尊
）
伝

説
の
核
心
に
迫
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
手

引
き
を
、
何
気
な
い
砂
浜
へ
の
散
歩

道
の
傍
ら
の
看
板
に
発
見
す
る
と
き
、

天
地
の
導
き
が
こ
の
志
布
志
に
は
歴

史
上
、
確
か
に
あ
っ
た
の
だ
と
確
信

す
る
瞬
間
で
す
。

脈
々
と
続
く
伝
承
文
化
、
神
話
の
舞
台
『
志
布
志
』

コラムニスト
ふじやま学校

代表取締役  坂本貴弘

神奈川県出身。『ふじやま学

校』の代表取締役。志布志市ブランド推進アド

バイザーとしてブランドづくりに携わる。東京

大学卒業。

２０２０東京オリンピック開催！　運動・健康分野に機運あり！
～スポーツ選手育成で全国から注目を集めている大隅半島～

　近年、大隅半島全体が、スポーツ選手育成について様々な種目から注目を集めてきています。

　志布志市もその立役者。本市出身の若者たちのスポーツ分野での活躍は、枚挙にいとまがありません。

　若者たちの発奮に、小さい子どもたちから年配の方たちまで市民全体が元気づけられ、スポーツに対しての興味・

関心の高まりを感じます。

ここ一年間の志布志市に関するスポーツニュース

● ２ 月　有明中出身　立山紀恵さん「鹿児島県知事表彰スポーツ部門」

● ３ 月　尚志館高等学校　大隅半島初の選抜甲子園出場

● ４ 月　前田千島さん全日本カデ柔道体重別選手権優勝

　　　　  山口観弘選手（東洋大）日本選手権初優勝（200m 平）

● ５ 月　千代鳳関　幕内昇進

● ８ 月　市民２０００人超　夏期巡回ラジオ体操に参加

● 12 月　三浦雄一郎さん講演（史上最高齢　エベレスト登頂）

　このような市全体を明るく元気にするスポーツのニュースは、次の選手、

次のヒーローを生み出す原動力です。

　なぜ大隅半島が様々な選手を生み出しているのでしょうか？スポーツ界で

は、「『温暖な気候』『スポーツに集中できる環境』という２点」と分析されて

いるようです。しかし、果たして大隅半島の魅力とはそれだけでしょうか？

　スポーツ選手は身体が資本です。身体を作るのは食事です。

　スポーツ選手がどんなものを食べているのか、どんな環境で育ったかをアピールするのは難しい話ではありませ

ん。大隅半島志布志の「安心・安全な食材」「空、海、山、雄大な大自然」が様々な選手を育てたのです。

　そのような背景・ストーリーを、スポーツ協賛事業に打ち立てていくことで、スポーツ界全体から集まる注目を、

農産品をはじめとする物産、ツーリズム、観光などの分野へ波及させていくことが経営の鍵になります。

　さらに、6 年後の 2020 年には、東京オリンピックだけでなく、鹿児島県において国体の開催が予定されています。

（＊東京オリンピック開催決定により、規模、日程などは変更されるかもしれません）

　現在活躍中の志布志市出身選手、まだ見ぬ志布志市出身選手が、志布志市で育まれた「身体」と「志」をもって

オリンピックや国体で活躍することに今から胸が躍らずにはいられません！！

経営者・事業者の皆様、朗報です！
「こころざし経営よろず相談室」を開設しています。毎月、初めての方を対象とした、お試し無料相談会（60分）
を開催しています。３月は４日（火）に開催です。

■問い合わせ先：企画政策課��ブランド推進室��℡：474-1111（254）

詳しくは市の HP まで 。右の QR コードからアクセス！

～第 4回商店街グルメナンバーワン決定戦～

「天然鱧入り志布志湾三昧丼」が県№１に挑戦！

志布志湾水揚げの特産品「鱧（はも）」を使った「天然鱧入り志布志湾三昧丼」

が第 4 回商店街グルメ№１決定戦Ｓｈｏｗ－１グルメグランプリ本大会に

参戦します。

「背白ちりめん」、「志布志黒豚」に続く三昧丼シリーズ第３弾「天然鱧入り

志布志湾三昧丼」は究極の丼に仕上がった逸品です。

皆さまの一票がグランプリ獲得への一歩となりますので、ご家族、ご友人

等お誘いあわせの上ご来場いただき、グランプリ獲得にご協力くださいま

すようお願いします。

◆開催日：２月 22 日（土）・23 日（日）　午前 10 時から午後３時まで

◆場　所：かごしま県民交流センター

◆出品名：「天然鱧入り志布志湾三昧丼」（志布志中央商店街）

◆Ｓｈｏｗ－１グルメの購入方法及び投票について
　 Ｓｈｏｗ－１グルメの購入方法は、食券による購入で、投票方法は『食券に添付し

ている投票券による投票』となっています。1,200円券1冊に、投票用紙1枚がつい

ています。

■問い合わせ先：港湾商工課  商工振興係　℡：474-1111（内線 285）

志布志湾水揚げの特産品「鱧（はも）」

をカリッと天婦羅にし、ご飯は「粒ウニ」

で炊き上げた絶品の「ウニ飯」。更に初

代グルメグランプリ「背白ちりめん三昧

丼」の特製ダシをかけて仕上げました。
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Japanese poem of 31 syllables *Hai
ku po

em * Comic Haiku *2014.２
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俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

天
上
の
紺
を
映
し
て
竜
の
玉�

　
河
野
　
通
人

汚
染
無
き
大
地
の
恵
み
七
日
粥�

　
冨
山
　
達
次

幾
世
紀
越
え
来
し
楠
の
初
明
り�

　
冨
山
　
茂
子

遺
跡
掘
る
歴
史
繙ひ

も
とく

手
に
冬
日
　
　
　
　
　
和
田
千
恵
子

下
萌
え
や
悲
し
き
事
は
昨
日
と
す�

　
北
野
　
治
美

番
傘
の
朱
に
と
け
に
け
り
ぼ
た
ん
雪�

　
吉
村
　
万
里

初
鏡
今
年
の
日
本
見
て
み
た
し�

　
永
吉
佐
代
子

少
年
の
子
犬
と
遊
ぶ
冬
の
浜
　
　
　
　
　
　
目
黒
　
文
恵

初
日
の
出
寄
せ
て
は
返
す
波
明
り
　
　
　
　
本
村
　
光
子

園
庭
に
咲
く
冬
菫
ひ
そ
や
か
に　
　

　
　
　
北
川
　
雨
水

古
墳
よ
り
見
下
ろ
す
畑
春
隣�

　
刀
坂
由
美
子

野
焼
す
る
鍬
を
持
つ
手
に
夕
日
受
け
　
　
　
堂
園
　
悦
子

野
良
仕
事
凍
み
る
両
手
に
息
を
か
け
　
　
　
竪
山
　
ヨ
リ

病
床
の
叔
母
に
花
籠
十
二
月
　
　
　
　
　
　
上
之
園
建
二

老
幹
を
撫
づ
れ
ば
確
か
冬
木
の
芽�

　
川
上
　
　
豊

乳
房
欲ほ

る
赤
子
安
ら
ぐ
聖
夜
か
な�

　
和
田
　
洋
文

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

墨
匂
ふ
曾
孫
の
淨
書
届
き
た
り
輝
く
未
来
宇
宙
の
神
秘�

　��

畑
　
美
佐
子

山
裾
の
闇
夜
の
路
を
登
り
つ
む
台
地
に
明
る
は
上
弦
の
月�

　��

前
原
　
　
恭

夫
逝
き
し
か
の
日
の
庭
も
彼
岸
花
咲
き
い
て
曾
孫
は
ぽ
き
ぽ
き
と
採
る�

　��

永
田
ミ
ツ
エ

晴
れ
や
ら
ぬ
空
の
真
下
で
ゆ
ら
ゆ
ら
り
師
の
庭
に
見
ゆ
花
ほ
と
と
ぎ
す�

　��

山
口
　
良
子

一
人
居
は
時
代
の
波
と
弟
の
子
ら
は
帰
ら
な
い
独
り
の
夕
や
け�

　��

隈
元
　
チ
エ

猛
暑
な
る
庭
に
盛
り
の
さ
る
す
べ
り
紅
ゆ
す
り
風
通
り
行
く�

　��

石
橋
　
道
子

イ
プ
シ
ロ
ン
雲
ひ
ろ
が
り
て
見
え
ざ
り
き
音
の
み
ひ
び
か
せ
遠
ざ
か
り
行
く�

　��

野
口
　
順
子

露
を
置
く
プ
ラ
ン
タ
ー
植
え
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
お
ん
ぶ
バ
ッ
タ
に
葉
は
食
わ
れ
た
り�

　��

川
添
八
重
子

ガ
ラ
ス
戸
に
写
る
山
々
越
え
な
む
と
ド
ン
と
音
た
て
川
セ
ミ
ぶ
つ
か
る�

　��

吉
元
ミ
チ
子

ま
ん
中
を
猫
に
と
ら
れ
て
端
っ
こ
に
身
を
縮
め
お
り
我
の
寝
床
は�

　��

中
島
　
　
昭

深
き
靄
広
く
裾
野
を
包
み
こ
み
墨
絵
の
ご
と
き
霧
島
の
朝�

　��

大
迫
　
鈴
子

十
五
夜
を
待
っ
て
ま
し
た
と
す
す
き
の
穂
風
に
ゆ
ら
れ
て
満
月
を
愛
づ�

　��

山
口
　
カ
ツ

延
期
し
た
イ
プ
シ
ロ
ン
発
射
の
内
之
浦
多
く
の
歓
声
思
わ
ず
拍
手�

　��

藤
田
ミ
チ
子

手
探
り
に
見
え
ぬ
鍵
穴
捜
し
た
る
月
の
無
き
夜
に
背
を
押
さ
れ
つ
つ�

　��

池
田
　
奈
々

こ
の
夏
の
猛
暑
に
耐
え
て
夕
蝉
の
ツ
ク
ツ
ク
の
声
つ
ら
つ
ら
聴
こ
ゆ�

　��

高
倉
　
律
子

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。多くの皆様の投稿をお待ちしています。

【写真：無病息災、家内安全を祈願する鬼火焚き（松山町泰野校区）
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さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

兼
題　
「
笑わ

れ
」　
卒そ
つ
じ
ゅ
み
と

寿
夫
婦
　
泣ね

た
い
笑わ

る
た
い
　
世
を
渡
っ
　
　
　�

　�

丸
目�
南
兵
衛

 （
評
） 　「
卒
」
の
通
用
異
体
字
「
卆
」
が
「
九
十
」
と
読
ま
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
九
十
歳
の
こ
と
と
い
わ
れ
る
。
夫

婦
と
も
九
十
歳
に
達
す
る
と
喜
怒
哀
楽
連
続
の
世
渡
り
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
誰
も
が
共
感
で
き
る
句
。

兼
題　
「
家え

」　
口く

つ
開
け
っ
　
し
と
ん
ぎ
ょ
拾ひ

る
で
　
家え

建た

て
祝ゆ
え

　
　�

　
畑
山
　
敏
昭

（
評
）�　
新
し
く
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、
今
日
は
新
築
家
の
上
棟
の
日
。
近
隣
の
老
若
男
女
多
数
集
ま
り
屋

上
神
事
の
後
、天
を
仰
ぎ
し
と
ん
ぎ
ょ
を
請
求
し
て
い
る
様
子
を
面
白
く
表
現
。
当
の
本
人
も
ご
満
悦
。

兼
題　
「
午う
ん
ま」　
甲う
ん
ま
ど
し

午
年
　
言ち
ゅ

が
何な
事
ゆ
し
て
ん
　
ど
鈍ぬ

り
亭て

し主
　
　
　�

　
小
蓬
原�

鯉
太
郎

（
評
） 　
今
年
は
午
年
。
こ
の
主
人
は
お
そ
ら
く
年
男
で
、
本
来
な
ら
馬
の
よ
う
に
手
早
い
行
動
が
出
来
る
は

ず
な
の
に
、家
の
亭
主
は
何
を
す
る
で
も
鈍
間
。
そ
れ
を
悔
し
が
っ
て
い
る
女
房
。
察
す
る
に
余
り
あ
り
。
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特
に
冬
季
は
暖
房
等
に
よ
り
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
が
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、

毎
年
２
月
を「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」

と
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事

業
者
及
び
国
民
が
一
体
と
な
っ
た
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
ご
家

庭
や
事
業
所
で
、
省
エ
ネ
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

　

家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
多
い
の
は

実
は
給
湯
と
暖
房
で
す
。

　

家
庭
で
は
、
電
気
の
ほ
か
に
ガ
ス

や
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
用
し
ま
す
。
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
統
計
で
は
、
一
般
家
庭
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
う
ち
、
そ
の

半
分
以
上
が
給
湯
と
暖
房
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

お
風
呂
や
シ
ャ
ワ
ー
の
使
い
方
、

暖
房
の
見
直
し
を
し
て
無
駄
を
省
き

ま
し
ょ
う
。
家
族
の
人
数
や
部
屋

の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
、
効
率
の

よ
い
機
器
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

セ
ー
タ
ー
や

ル
ー
ム
ソ
ッ
ク

ス
、
湯
た
ん
ぽ
、

窓
に
貼
る
だ
け

の
簡
単
な
断
熱

シ
ー
ト
や
カ
ー

テ
ン
、
加
湿
器

等
、
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
で
暖

か
く
過
ご
す
こ

と
も
、
冬
の
省

エ
ネ
を
楽
し
む

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

水
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
市
で
は
、

今
年
も
次
の
日
程
で
「
第
４
回
志
布

志
市
水
保
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時
：
３
月
２
日
（
日
）

◆ 

場
所
：
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

◆ 

内
容

●
受
付
・
パ
ネ
ル
展
示
：
12
時
30
分
～

●
開
会
：
13
時
～

●
基
調
講
演
：
13
時
15
分
～

　
「�

川
遊
び
、
川
掃
除
か
ら
地
域
お

こ
し
」（
仮
題
）

　

熊
本
大
学���

教
授��

山
下�

裕
作�

氏

● 

事
例
発
表
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
：
14
時
10
分
～

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

飯
島 

康
夫 

氏
（
市
環
境
審
議
会
委
員
）

・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　

山
下 

裕
作 

氏

　

藤
田 

晋
輔 

氏

　
（�

鹿
児
島
大
学�

名
誉
教
授
・
市
環

境
審
議
会
会
長
）

・
パ
ネ
リ
ス
ト
（
予
定
）

　

竪
山 
博
光 
氏

　
（
㈲
竪
山
畜
産　

代
表
取
締
役
）

　

伊
地
知 

孝 

氏

　
（�

志
布
志
市
河
川
浄
化
対
策
連
絡

協
議
会
会
長
）

　

日
高 

太 

氏

　
（�

㈱
大
隅
衛
生
志
布
志　

代
表
取

締
役
）

　

西
川 

順
一 

市
民
環
境
課
長

●
閉
会
：
16
時
（
予
定
）

　

メ
リ
ケ
ン
ト
キ
ン
ソ
ウ
は
外
来
種

で
、
果
実
の
先
端
部
が
尖
り
、
靴
底

や
タ
イ
ヤ
に
刺
さ
る
ほ
ど
の
硬
く
鋭

い
ト
ゲ
が
あ
り
ま
す
。
志
布
志
市
内

で
も
繁
殖
の
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。
草
む
ら
に
繁
殖
し
て
い
る
た
め
、

座
っ
た
り
、
手
を
つ
い
た
り
、
裸
足

で
歩
い
た
り
す
る
と
、
ト
ゲ
が
刺

さ
っ
て
ケ
ガ
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
４
回
志
布
志
市
水
保
全
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

「
メ
リ
ケ
ン
ト
キ
ン
ソ
ウ
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

メリケントキンソウの果実

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

で
す
【
２
月
１
日
～
28
日
】
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冬
の
省
エ
ネ
を
楽
し
も
う
！

　この話は、あらゆる被災から一定期間を経過した被災者・災害体験者の方々に「もし、災害の１日前にもどることがで

きたら、あなたは何をしますか」をテーマに話をお聞かせいただいたものです。もし、「自分だったら」「我が家だったら」

「我が社だったら」というように、自分の身の上に置きかえて読み進めてください。一つひとつの小さな話から教訓などを

感じてもらい、減災の大切さを知るきっかけとなれば幸いです。

　

液
状
化
で
噴
出
し
た
も
の
は
、
泥
と
い
う
よ
り
も
ヘ

ド
ロ
に
近
い
も
の
で
す
。
地
盤
沈
下
や
隆
起
に
よ
っ
て

下
水
管
が
破
裂
し
、
管
の
中
に
ヘ
ド
ロ
が
入
っ
て
し
ま

い
、
そ
こ
か
し
こ
の
道
路
で
汚
物
が
あ
ふ
れ
る
状
態
で

し
た
。
仮
復
旧
ま
で
の
３
週
間
は
、
住
民
総
出
で
そ
の

処
理
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
大
変
な
臭
気
の
中
で
皆

や
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

２
５
６
戸
し
か
な
い
団
地
で
、
平
日
は
１
５
０
人
、

土
日
は
約
２
５
０
人
の
方
々
が
参
加
。
こ
の
作
業
は
団

地
内
の
掲
示
板
や
戸
別
に
チ
ラ
シ
で
参
加
を
呼
び
か
け

た
の
で
す
が
、
実
際
は
30
人
も
集
ま
れ
ば
い
い
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
ふ
た
を
開
け
て

み
れ
ば
、
若
い
人
た
ち
の
多
い
こ
と
。
き
ち
ん
と
人
数

の
把
握
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
団
地
に
住
む
高

校
生
や
大
学
生
ら
の
呼
び
か
け
で
、
彼
ら
の
友
人
た
ち

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
集
ま
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
東
北

で
も
多
く
の
方
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
助
け
ら
れ
て
い
る
話
は
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
浦
安
に
も

こ
う
い
っ
た
善
意
の
輪
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

一
つ
残
念
だ
っ
た
の
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
数
多
く
参
加
し
て
く
れ
た
の
に
、
ス
コ
ッ

プ
、
バ
ケ
ツ
の
数
が
足
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
で
も
、

ふ
だ
ん
ス
コ
ッ
プ
で
作
業
を
す
る
こ
と
の
な
い
人
た
ち

は
15
分
も
作
業
を
続
け
る
と
手
が
痛
く
な
る
。
そ
こ
で

代
わ
る
代
わ
る
交
代
制
で
や
り
ま
し
た
の
で
、
ち
ょ
う

ど
よ
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
土
の
う
袋

の
備
蓄
。
あ
の
と
き
も
土
の
う
袋
の
確
保
に
は
一
番
困

り
ま
し
た
。
土
の
う
袋
は
場
所
を
と
ら
な
い
の
で
、
今

ま
で
以
上
に
用
意
を
し
て
お
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
浦
安
市　

60�

代　

男
性　

自
治
会
役
員
）

住
民
総
出
で
汚
物
処
理

～
高
校
生
や
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
大
助
か
り
～

防災啓発エピソード　VOL.8

もし、一日前に戻れたら…。私たち（被災者）からみなさんに伝えたいこと

 振り込め詐欺などに注意！

県内被害額

約３億９千万円！
【平成25年 12 月末現在　振り込め詐欺＋特殊詐欺】

そ
の
振
り
込
み
、

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

自
分
は
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　県内では、振り込め詐欺やそれに類似す

る詐欺事件が多発しています。増加してい

るのは、未公開株などの金融商品取り引き

名目や、インターネットでのサイト利用料、

登録料名目で現金を騙し取る手口です。

　業者は宅急便やレターパックで現金の送

金を指示しますが、宅急便やレターパック

等で現金は送れません。皆さん、振り込め

詐欺などの被害に遭わないよう、十分注意

してください。

◆振り込め詐欺
●オレオレ詐欺：近親者などになりすまし、現金を騙し取る
●架空請求詐欺：身に覚えのない利用料・費用を請求し、騙し取る
●融資保証金詐欺： 融資を誘い、申し込んできた者に対して、保証金等を名目に
　　　　　　　　　現金を騙し取る
●還付金詐欺：税金などの還付手続きがあるかのように装い、現金を振り込ませる

◆振り込め詐欺以外の特殊詐欺
●金融商品等取引名目：利益を強調し、未公開株等の購入を持ちかけ、現金を騙し取る
●異性との交際あっせん名目・ギャンブル必勝情報提供名目： うその情報を提供
　し、会員登録料・保証料などの名目で現金を騙し取る

■問い合わせ先：志布志警察署・志布志地区防犯協会　℡：472-0110

2014.2 ■市報しぶし　20



　

有
明
町
に
お
住
ま
い
の
義
武
さ
ん

は
、
２
年
前
に
地
域
安
全
モ
ニ
タ
ー

の
委
嘱
を
受
け
、
防
犯
活
動
以
外
に
、

地
域
の
交
通
安
全
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
「
定
年
を
迎
え
、
志
布
志
に
移
り

住
み
ま
し
た
。
今
ま
で
の
人
生
に
恩

返
し
を
す
る
つ
も
り
で
、
志
布
志
市

の
た
め
に
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
義
武
さ
ん
。
交
通

量
の
多
い
朝
の
通
学
時
間
に
、
通
山

校
区
の
横
断
歩
道
で
子
ど
も
た
ち
を

安
全
に
渡
ら
せ
、
元
気
な
姿
を
見

守
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
「
活
動
を
す
る
中
で
、
車
両
が
方

向
指
示
器
を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅

い
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
が
方
向
指
示
器
を
早
く

出
し
て
も
ら
え
れ
ば
ヒ
ヤ
リ
と
す
る

場
面
を
避
け
ら
れ
た
の
で
は
と
い
う

こ
と
も
度
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
高
齢

者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
い
こ
と
も
地

域
の
特
徴
で
す
。
生
活
の
た
め
に
ハ

ン
ド
ル
を
握
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
し
っ
か
り
運
転
の
技
術
向
上

や
知
識
の
習
得
に
努
め
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
」

　

交
通
安
全
は
社
会
全
体
で
取
り
組

む
事
と
話
さ
れ
る
義
武
さ
ん
。
今
後

の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

交 通 事 故 状 況　平成 25 年 12 月末現在

区　分 発生件数 死  者 傷　者

県　下 9,207【-346】 91【+4】 10,942【-566】

志布志市 171【-7】 5【+1】 191【-36】

志布志地区 102 3 115

有明地区 55 1 58

松山地区 14 1 18

※【　】は昨年比　
子どもたちの元気な姿を守るために！

交 通 事 故 防 止 は 皆 さ ん が 主 役 で す

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
申
請
に

よ
り
在
学
中
の
学
生
の
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

◆
対
象
に
な
る
人
は

　

本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

一
定
以
下
の
所
得
と
は
、
申
請
者
本

人
の
所
得
が
次
の
所
得
以
下
の
場
合

が
該
当
し
ま
す
。

● 

１
１
８
万
円
＋（
扶
養
親
族
の
数
×

38
万
円
）
＋
社
会
保
険
料
控
除
等

◆
障
害
基
礎
年
金
等
と
の
関
係

　

学
生
納
付
特
例
承
認
期
間
に
、
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故
が
生
じ

た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎

年
金
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

◆
老
齢
基
礎
年
金
と
の
関
係

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
原
則
と
し
て
保
険
料
の
納
付
済
期

間
等
が
25
年
以
上
必
要
で
す
。
こ
の
学

生
納
付
特
例
承
認
期
間
は
、
受
給
資
格

期
間
に
参
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
の

計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
将
来
満
額
（
40
年
の
保

険
料
納
付
が
必
要
）
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
、
10
年
間
の
う
ち

に
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
承
認

を
受
け
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
、
３
年
度
目
以
降
の
保
険
料
に
は
一

定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。

◆
申
請
の
方
法

　

住
所
地
の
市
役
所
又
は
最
寄
り
の
年

金
事
務
所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
（
郵
送
で
も
申
請
で
き
ま
す
）。

　

そ
の
際
は
、
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類（
在
学
証
明
書
や
学
生
証

の
写
し
）や
国
民
年
金
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

既
に
学
生
納
付
特
例
承
認
さ
れ
て
い
る
方

　

引
き
続
き
平
成
26
年
度
も
在
学
予
定

の
方
に
は
、
３
月
末
に
届
く
学
生
納
付

特
例
申
請
書（
ハ
ガ
キ
）
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
返
送
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
（
平
成
26

年
４
月
～
平
成
27
年
３
月
）
に
つ
い
て

も
学
生
納
付
特
例
申
請
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
（
在
学
証
明
書
、
学
生
証
の

写
し
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

※�

前
年
に
所
得
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

所
得
が
確
定
し
た
後
に
審
査
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所 

本
庁   

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

松
山
支
所      

４
８
７
ー
２
１
１
１

  

（
内
線
２
２
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
た
契
約
当
事
者
が
70
歳
以
上

の
相
談
件
数
は
、
２
０
０
４
年
度
に

10
万
件
を
超
え
、
２
０
１
２
年
度
は

約
16
万
件
で
、
相
談
全
体
の
約
19
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
は「
お
金
」「
健
康
」「
孤
独
」

の
３
つ
の
お
お
き
な
不
安
を
持
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
悪
質
業

者
は
言
葉
巧
み
に
こ
れ
ら
の
不
安
を

あ
お
り
、
親
切
に
し
て
信
用
さ
せ
、

年
金
・
貯
蓄
な
ど
の
大
切
な
財
産
を

ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
は
自
宅
に
い
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販

売
に
よ
る
被
害
に
あ
い
や
す
い
の
も

特
徴
で
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

◆�

悪
質
業
者
は
、
今
話
題
と
な
っ
て

い
る
出
来
事
を
悪
用
し
て
近
づ
い

て
き
ま
す
。
今
後
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
連
し
た
詐
欺
的
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

◆�

「
代
わ
り
に
買
っ
て
く
れ
た
ら
高

値
で
買
い
取
る
」
な
ど
と
持
ち
か

け
て
く
る
「
買
え
買
え
詐
欺
」
に

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
う

し
た
勧
誘
の
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
ら
相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
電
話

を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
※�

少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
：

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
９
）

知 っ て る？　 消 費 生 活 Vol.34
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消 

費 

者 

ホ 

ッ 

ト 

ラ 

イ 

ン　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

■
問
い
合
わ
せ
先
：
●
本
庁
港
湾
商
工
課
商
工
振
興
係	

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１	

（
２
８
９
）

　
　
　
　
　
　

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係	

℡
４
８
７
‐
２
１
１
１	

（
３
２
２
）

　
　
　
　
　
　

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係	

℡
４
７
２
‐
１
１
１
１	（
３
５
４
）

市
で
は
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
次
の
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
①
共
生
協
働
推
進
委
員
会
委
員

◆
募
集
人
員
：
若
干
名

◆ 

活
動
の
内
容
：
共
生
・
協
働
に
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
意
見

を
述
べ
、
ま
た
は
提
言
等
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
年
間
３
回
程
度
の
会
議

を
開
催
し
、
１
回
の
会
議
時
間
は
、

概
ね
２
時
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員

◆ 

募
集
人
員
：
若
干
名

◆ 

活
動
の
内
容
：
委
員
会
は
、
市
長
の

要
請
に
応
じ
、
各
種
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
策
定
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

調
査
・
協
議
し
、
市
長
に
報
告
し
ま

す
。
ま
た
委
員
会
で
は
積
極
的
に
意

見
を
述
べ
、
ま
た
は
提
言
等
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
年
間
３
回
程
度
の
会

議
を
開
催
し
、
１
回
の
会
議
時
間
は
、

概
ね
２
時
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

募
集
要
項
（
①
、
②
共
通
）

◆ 

募
集
期
間
：
３
月
14
日
（
金
）
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

◆ 

応
募
資
格
：
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
人

●�

満
20
歳
以
上
で
市
内
に
居
住
又
は
市

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と

●�

平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
参
加
で
き

る
こ
と

●�

本
市
の
他
の
附
属
機
関
の
委
員
で
な

い
こ
と

●
公
務
員
・
市
議
会
議
員
で
な
い
こ
と

●
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◆�

応
募
方
法
：
所
定
の
応
募
用
紙
（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
若
し
く
は
企
画
政
策
課
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
志
布
志
市
役
所
企
画
政
策
課

又
は
各
支
所
地
域
振
興
課
へ
持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
任
期
：
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

◆ 

選
考
方
法
お
よ
び
結
果
通
知
：
選
考

は
、
応
募
用
紙
に
記
入
さ
れ
た
意

見
・
抱
負
等
に
よ
り
行
い
ま
す
。
ま

た
、
選
考
結
果
は
後
日
、
本
人
へ
通

知
し
ま
す
。

◆ 

委
員
の
謝
礼
：
１
回
の
会
議
ご
と
に

謝
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

企
画
政
策
課　

地
域
政
策
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
５
２
・
２
５
７
）

　

FAX
：
４
７
４
‐
２
２
８
１

　

Ｅ
メ
ー
ル
：tiikiseisaku@

city.shibushi.lg.jp

み
ん
な
で
つ
く
る
共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

■
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課
地
域
政
策
係　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
２
５
２
・
２
５
７
）

義
武
さ
ん
（
有
明
町
）

平
成
17
年
、
関
西
か
ら
志
布
志
へ
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
松
本
さ
ん
。
志
布
志

市
の
た
め
、
役
に
立
て
れ
ば
と
い
う

思
い
が
活
動
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
に
つ
い
て

 
 

志
布
志
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

契約当事者が 70 歳以上の相談件数

2010 年度 138,000 件

2011 年度 148,000 件

2012 年度 160,000 件

販売方法・手口件数（2012 年度）

電話勧誘販売 31,900 件

家庭訪問販売 23,700 件

利殖（儲け話）商法 12,000 件



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

Ｑ． ��現在のお仕事について教えてください。
Ａ�． 双葉保育園で、保育士として働いています。子どもが好き
で、この仕事を選びました。イメージのとおり女性が多い職
場で最初は戸惑いましたが、先輩保育士の方々に支えられて、
毎日楽しく頑張っています。子どもたちの成長を感じられる、
やりがいのある職業だと思います！

Ｑ． 今、熱中していることは？
Ａ． �昨年は県下一周駅伝に曽於チームとして参加しました。今
年も出場を目指して練習に励んでいます。あと、スイーツに
ハマっていて、仕事終わりなどよく食べに行きます。

Ｑ． 志布志市についてどう思いますか？
Ａ． �大学生のとき４年間志布志市を離れましたが、その間にス
ポーツが盛んになっていて驚きました。これからももっと盛
り上がっていけばいいなぁと思います。

【有明町】翔平 さん　(24 歳）

キラリ 青春！
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（No.098/2014-2）

　 今 月 の 読 者 プ レ ゼ ン ト
は、お便りをくださった方
の中から抽選で、ひまわり
券 5 枚 と、 蓬の郷から「入
浴券ペアチケット＋ビール券

（かき氷でも可）」を５人の方
にプレゼントします！

　

今
月
は
松
山
町
に
お
住
ま

い
の
、
光
賴
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

松
山
町
ご
出
身
の
光
賴
さ

ん
は
、
戦
時
中
に
熊
本
、
名

古
屋
で
仕
事
に
従
事
さ
れ
、

そ
の
後
生
ま
れ
育
っ
た
松
山

で
農
業
を
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
息
子
さ
ん
夫
婦
と

御
一
緒
に
生
活
さ
れ
て
お
り
、

「
息
子
夫
婦
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。
身
の
回
り
の
世
話

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
食
事

が
特
に
助
か
り
ま
す
。
好
き

嫌
い
な
く
出
さ
れ
た
も
の
は

全
部
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

す
よ
。
息
子
夫
婦
や
孫
と
一

緒
に
過
ご
す
時
間
が
あ
る
お

か
げ
で
、
生
活
に
張
り
が
出

ま
す
よ
」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

ハ
キ
ハ
キ
と
若
々
し
い
話

ぶ
り
の
光
賴
さ
ん
に
元
気
の

秘
訣
を
お
伺
い
す
る
と
「
週

に
３
回
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と

週
に
２
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
近
所
の
仲
間
と
共
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
息

子
が
営
む
養
豚
業
を
手
伝
っ

た
り
、
自
分
で
菜
園
や
田
も

作
っ
て
い
ま
す
。
じ
っ
と
し

て
い
る
こ
と
が
な
い
で
す

ね
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
地
域
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
会
長
を
さ
れ
る
な
ど
、

様
々
な
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。「
人

の
和
の
中
に
入
り
、
人
と
接

す
る
こ
と
が
元
気
で
い
る
た

め
に
大
事
な
こ
と
。
一
緒
に

過
ご
す
家
族
の
た
め
に
も
元

気
で
い
た
い
で
す
ね
」
と
話

さ
れ
る
光
賴
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
人
と
接
し
な
が

ら
、
元
気
に
若
々
し
く
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
！

光
みつより

賴 さん (85 歳）
（松山町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

〒899-7503　有明町蓬原 351-3
　℡099-475-2626　Fax 099-475-2600
　○営業時間　午前６時 30 分～午後 10 時
　○定 休 日　毎月第 2・4水曜日

　年間入浴フリーパス券に当選しました！
　１月６日、蓬の郷で、毎年恒例の入浴フリーパス券が当たる「大
抽選会」を行いました。１月２日の初湯にお年玉福袋を 500 個販
売しましたが、その中から 17 名の方に、入浴フリーパス券が当
たるものです。その内「１年間フリーパス券」をみごと当てられ
た大崎町の福沢テルさん（写真）は「蓬の郷のお風呂は２・３日
おきに利用しています、水が綺麗でとても気持ちいいです」と話
されました。
　また、年間フリーパス券のもうひとりの当選
者、大崎町の渕田みちえさんは「抽選番号は実
家の電話番号から選んだ。びっくりしています。
蓬の郷のお風呂は３日に１回は利用していま
す。お風呂が使いやすく、利用者のマナーがよ
いので気に入っています」と話されました。

読者プレゼント

◆�ご家族からのメッセージ！

　とにかく明るく活発で、元気いっ

ぱいの美結。空手も毎週、一生懸命

頑張っています。

　最近はお手伝いも良くしてくれ、

すごく助かっています。将来はモデ

ルさんになりたい美結。これからも

優しく明るく、素直に育ってね！

◆�ご家族からのメッセージ！

　いつも笑顔いっぱいの幸大くん。

　幸大が笑うとパパもママも笑顔に

なれるよ♥

　毎日幸せな時間をありがとう！

　すくすく元気に育ってね！

姫
ひ な

奈 ちゃん（４歳）

（有明町）

◆�ご家族からのメッセージ！

　

　いつも元気いっぱいの姫奈。

　これからも元気いっぱい、

　すくすく成長してね！

幸
こうだい

大 ちゃん（１歳）

（志布志町）

美
み ゆ

結 ちゃん（６歳）

（松山町）



★アンケート★【２月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

な
つ
か
し
い
故
郷

　

私
は
ふ
る
さ
と
で
あ
る
松
山
町
泰
野

か
ら
、
53
年
前
に
茨
城
に
来
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
懐
か
し
く
思
い
、
遠
く
茨

城
に
「
市
報
し
ぶ
し
」
を
送
っ
て
も
ら

い
、
毎
月
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
マ
ラ
ソ
ン
が
大
好
き
で
走
っ
て

い
ま
す
。
１
月
号
で
は
ポ
ー
ト
マ
ラ
ソ

ン
の
募
集
記
事
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。

も
う
少
し
近
か
っ
た
ら
…
と
思
う
と
同

時
に
、
元
気
な
う
ち
に
１
度
は
参
加
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
遠
い
茨
城
か

ら
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
し　

73
歳
男
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
情
報
を「
市
報
し
ぶ
し
」

を
と
お
し
て
知
り
、
応
援
し
て
く
だ
さ

り
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
月

号
に
掲
載
し
た
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
や
３
月

に
開
催
さ
れ
る
ポ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
と
、

市
内
に
も
イ
ベ
ン
ト
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

兄
弟
力
士
が
大
活
躍
！

　

大
相
撲
初
場
所
で
志
布
志
出
身
の
千

代
鳳
関
と
兄
の
千
代
丸
関
が
好
成
績
を

残
し
ま
し
た
。
千
代
鳳
関
の
昇
進
も
楽

し
み
で
す
し
、
千
代
丸
関
も
幕
内
へ
入

幕
す
る
可
能
性
が
高
く
、
兄
弟
そ
ろ
っ

て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

他
の
鹿
児
島
県
内
出
身
力
士
も
活
躍
し

て
お
り
、
こ
こ
に
き
て
郷
土
出
身
力
士

が
台
頭
し
て
き
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
相

撲
が
非
常
に
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

郷
土
出
身
力
士
た
ち
の
今
後
一
層
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
ト
モ
ち
ゃ
ん　

66
歳
男
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
場
所
に
引
き
続
き
、
千
代
鳳
関
と

千
代
丸
関
の
兄
弟
が
大
相
撲
を
大
い
に

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
故
郷
出

身
の
力
士
が
土
俵
に
上
が
る
と
、
応
援

に
も
自
然
と
熱
が
入
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
番
付
上
位
を
目
指
し
て
、
さ
ら
に

頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

※ 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か
わ
ら

ず
頂
い
た
お
便
り
か
ら
抽
選
で
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
一
言

で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
意
見
な
ど
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り、お待ちしています
　市報しぶしを読んだ感想や今後取
り上げて欲しい特集、志布志市に対
するご意見等何でもお好きなことを
書いてください（一部修正して掲載
する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その
月のプレゼントの応募対象になりま
す。それ以降の分は次月の応募対象
となりますので、ご了承ください。

　いただいた「お便り」は「市民の
こえ」コーナーに掲載いたします（お
便りが多数の場合には担当にて選考
のうえ掲載します）。個別の回答は
いたしませんので、ご了承ください。
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高い医療費 みんなで助け合い 国保の心

◆平成25年11月分の医療費の状況です。
医療費総額 ２８４，３５８，３７４ 円

11 月末 国保加入者数 １０，４１２ 人
１人当たり医療費

（医療費総額／国保加入者数） ２７，３１１ 円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２３，２７４ 円

個人負担額 ４，０３７ 円

この金額は、国民健康保険に加入している皆さんが医療機関
等で診療したものに対し、市（国保）が支払った医療費です。
医療費総額の約 85.2％を市（国保）が負担しています。

市の人口 平成 25 年 12 月 31 日現在

人口：33,492 人
男性：15,844 人
女性：17,648 人

転入：61 人　　転出：64 人
出生：24 人　　死亡：49 人

世帯数：15,839 戸

（▲ 28 人）
（▲ 17 人）
（▲ 11 人）

（▲ 19 世帯）

志布志港 平成 25 年 12 月分
※資料：鹿児島税関支署

①入港隻数：61 隻（日本０、外国 61）
②輸出：13 億 53 百万円
③輸入：129 億 8 百万円

優
ゆ き な

希菜ちゃん 裕
ゆ う き

輝ちゃん美
み お

織ちゃん 優
ゆ う な

菜ちゃん 紅
あ か り

俐ちゃん

※１月に行った５歳児歯科健診で、むし歯も処置歯もなかった子どもたちです。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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花
婿
が
花
嫁
を
乗
せ
た
馬
を
ひ

い
て
パ
レ
ー
ド
す
る
、
シ
ャ
ン

シ
ャ
ン
馬
行
列
に
参
加
し
て
、
一

生
に
一
度
の
素
敵
な
思
い
出
作
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
募
集
概
要

●
募
集
対
象
：

　

 

平
成
25
年
５
月
１
日
か
ら
平
成

26
年
７
月
31
日
ま
で
に
結
婚
、

も
し
く
は
結
婚
が
決
ま
っ
た

カ
ッ
プ
ル

●
募
集
組
数
：
５
組　

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
後
日
、「
選

考
会
（
抽
選
会
）」
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
締
切
：
３
月
３
日
（
月
）

　

当
日
消
印
有
効

●
参
加
費
用

① 

仏
前
結
婚
式
カ
ッ
プ
ル（
１
組
）

６
万
円
（
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
乗

馬
代
を
含
む
）

② 

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
カ
ッ
プ
ル

（
４
組
）
各
５
万
円

◆
募
集
概
要

●
募
集
対
象
：
５
人
以
上
の
団
体

　
（
市
内
外
問
い
ま
せ
ん
）

●
募
集
締
切
：
３
月
20
日
（
木
）

● 

参
加
費
用
：
参
加
者
１
人
に
つ

き
１
０
０
円
（
飲
み
物
代
と
し

て
）

★ 

今
年
も
ハ
ン
ヤ
踊
り
コ
ン
テ
ス

ト
開
催
！
（
賞
金
あ
り
）

※ 

コ
ン
テ
ス
ト
は
エ
ン
ト
リ
ー
制

で
、
10
人
以
上
の
団
体
に
限
り

ま
す
。

◆
募
集
概
要

●
募
集
対
象
：
２
歳
～
３
歳

　
（
体
重
17
㌔
以
下
）

●
募
集
組
数
：
18
組　

　

※ 

先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
。

●
募
集
開
始
：
３
月
１
日
（
土
）

　

13
時
か
ら

●
参
加
費
用
：
１
組
３
千
円

● 
そ
の
他
：
籠
の
担
ぎ
手
（
２
人
）

は
、
参
加
者
で
手
配
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
つ
り
当
日
の
１
週

間
ほ
ど
前
に
衣
装
の
引
き
渡
し

及
び
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

※ 

「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
参
加
カ
ッ

プ
ル
」「
ハ
ン
ヤ
節
踊
り
連
」

の
申
込
書
な
ど
は
志
布
志
市
観

光
特
産
品
協
会
、
市
役
所
港
湾

商
工
課
及
び
各
支
所
地
域
振
興

課
に
あ
り
ま
す
（
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

出
来
ま
す
）。
詳
し
く
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
：

◆ 

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
参
加
カ
ッ
プ

ル
、
ハ
ン
ヤ
節
踊
り
連

● 

お
釈
迦
祭
り
実
行
委
員
会

　

事
務
局
（
志
布
志
市
観
光
特
産

　

品
協
会
）　

　

℡
：
４
７
２
‐
８
０
２
８

◆ 

稚
児
行
列

●
金
剛
寺

　

℡
：
４
７
２
‐
０
１
２
５

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬

参
加
カ
ッ
プ
ル
募
集
！

ハ
ン
ヤ
節
踊
り
連

　

参
加
団
体
募
集
！

稚
児
行
列

参
加
者
募
集
！

お釈迦まつり
４月 28 日（月）前夜祭
４月 29 日（祝・昭和の日）本祭
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港湾商工課からのおしらせです

　

ク
ル
ー
ズ
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
寄
港
の
ご
案
内

　

豪
華
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び

い
な
す
」
号
に
よ
る
、
和
歌
山
県

和
歌
山
港
・
日
高
港
を
発
着
と
し

た
「
南
九
州
３
日
間
」
の
旅
が
行

わ
れ
、
３
月
２
日
（
日
）
に
志
布

志
港
に
寄
港
し
ま
す
。　

　

寄
港
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
志
布

志
の
ち
り
め
ん
太
鼓
や
内
之
浦
ロ

ケ
ッ
ト
基
地
か
ら
先
日
発
射
し
た

イ
プ
シ
ロ
ン
の
展
示
ブ
ー
ス
な
ど

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

港
か
ら
、
豪
華
客
船
「
ぱ
し

ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
を
見
学
で

き
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す

（
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｃ��

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｕ
Ｓ
）

◎
シ
ッ
プ
デ
ー
タ

●
総
ト
ン
数
：
２
万
６
５
１
８
ト
ン

●
就
航
年
：
１
９
９
８
年
４
月

●
全
長
：
１
８
３
ｍ

●
全
幅
：
25
ｍ

●
乗
客
定
員
：
６
９
８
名

●
乗
組
員
数
：
２
０
４
名

●
日
本
ク
ル
ー
ズ
客
船
㈱

◆
日
時
：
３
月
２
日
（
日
）

●
入
港　

午
前
７
時
（
予
定
）

●
出
航　

午
後
５
時
（
予
定
）

◆
場
所
：
志
布
志
港�

旅
客
船
埠
頭

※ 

３
月
２
日
（
日
）
は
、
第
９
回

し
ぶ
し
ポ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
行
わ
れ
る
た
め
、
港
湾
区
域

内
で
は
、
交
通
規
制
が
引
か
れ

ま
す
。
現
地
の
誘
導
員
の
指
示

に
従
い
、
安
全
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

志
布
志
市
役
所　

港
湾
商
工
課

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
２
８
６
）

企画政策課からのおしらせです

　
　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
施
策
及
び
重
要
事

項
を
審
議
す
る
「
志
布
志
市
男
女
共

同
参
画
推
進
懇
話
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
懇
話
会
は
、
学
識
経
験
者
、

市
民
団
体
代
表
、
一
般
公
募
で
選
ば

れ
た
委
員
で
構
成
さ
れ
、「
男ひ

と女
が

と
も
に
認
め
合
い
、
い
き
い
き
と
輝

く
ま
ち
」
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

へ
の
推
進
に
係
る
意
見
や
助
言
を
求

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
委
員
の
任
期
が
３
月
末
で
満
了

す
る
こ
と
か
ら
、
次
の
と
お
り
一
般

公
募
を
行
い
ま
す
。

◆
募
集
人
数
：
４
名

◆ 

応
募
資
格
：
20
歳
以
上
で
市
内
に

お
住
ま
い
の
方

◆ 

任
期
：
平
成
26
年
４
月
～
平
成
28

年
３
月
ま
で
の
２
年
間

◆
開
催
回
数
：
年
３
回
程
度（
平
日
）

◆ 

応
募
方
法
：
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、

Ｅ
‐
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法

に
て
「
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話

会
委
員
希
望
」
と
明
記
し
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
を
記
入
し
て
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

◆
申
込
期
限
：
３
月
14
日
（
金
）

◆ 

そ
の
他
：
応
募
者
が
多
数
の
場
合

は
、
地
域
、
年
齢
、
性
別
、
職
業

な
ど
を
考
慮
し
選
考
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

企
画
政
策
課

　

男
女
共
同
参
画
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
５
０
・
２
５
５
）

　

�

Ｅ
‐
メ
ー
ル
：kyoudousankaku

＠�city.shibushi.lg.jp

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 
男
女
共
同
参
画
社
会
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農政課からのおしらせです
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産業建設課からのおしらせです

福祉課からのおしらせです

■問い合わせ先：●農政課 畑かん推進係：474-1111（431）　  ●県畑かんセンター：482-2547　  ●曽於南部土地改良区：471-0171
　　　　　　　　●曽於東部土地改良区：487-2986　●松山支所産業建設課：487-2111（232）　●志布志支所産業建設課：472-1111（412）

　

　

　

厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

「
霜
注
意
報
」
や
「
低
温
注
意
報
」
な

ど
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
農
作
物
の

被
害
や
、
畑
か
ん
給
水
施
設
・
散
水
器

具
の
破
損
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
十

分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

特
に
凍
結
に
よ
る
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

（
水
ろ
過
機
）、
液
肥
混
入
機
の
破
損
が

多
い
よ
う
で
す
の
で
、
水
を
利
用
し
な

い
と
き
は
確
実
に
給
水
装
置
内
の
水
抜

き
を
行
い
、
布
を
巻
く
等
の
対
策
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

霜
・
低
温
注
意
報
に
よ
る

畑
か
ん
給
水
施
設
の
対
応
の
お
願
い

凍結により破損したストレーナー凍結により破損した圧力調整弁

志布志市の『体験』『グルメ』欲ばり企画！

『加世田観光農園の愛情たっぷりに育てたこだわりのいちご狩り』と『道の

駅松山のスウィーツ盛りだくさんのビュッフェ』で心もおなかも大満足♪

志布志市 “ 志 ” ツーリズム協議会では、松山町新橋地区の冬の人気２大観光スポットと連携し、『体験』と『グルメ』
をどちらも楽しんでいただくイベントを開催しています。ぜひお越しください！

◆内容： 「加世田観光農園でいちご狩り体験をした方」には、道の駅松山の 150 円商品券を、「道の駅松山でビュッフェ
を食べた方」には、加世田観光農園の 150 円商品券を、毎日、各店舗先着 30 名にプレゼント！

◆期間：平成 26 年 2 月 1 日（土）〜 2 月 28 日（金）の期間中、毎日開催！

■お問い合わせ先：志布志市 “ 志 ” ツーリズム協議会（志布志市役所  農政課）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡：474-1111（内線 428）

民生委員・児童委員、主任児童委員を紹介します！

民生委員は児童委員を兼ね、高齢者や障がいのある方、児

童福祉に関する事など、幅広く相談や支援を行っています。

また、主任児童委員は児童福祉に関することを専門的に担

当し、民生委員・児童委員一体となり、各種相談に応じます。

松 山 地 区
氏　名 担　当　地　区

山下  榮一 西馬場三区、駅通り、城西団地、西馬場団地
中原  雄子 西馬場一区、馬場、わらびの、前田、馬場団地

川上  豊 射場、久保園、仮屋、草之瀬、東草之瀬
池田  ふみえ 東野久尾、野久尾、上野久尾、元まこも、まこも、河床

加世田  正文 宮田上、西豊留、中豊留、上豊留、下豊留、
井手間、上松、あじさい団地

西村  栄子 狩川一区、狩川二区、大谷、表、川路三区、
川路二区、川路一区

福岡  嘉子 畑村釘、本町、元町、上町

中島  昭 京ノ峯、南中、堀之内、川東、市ノ原、
白坂、京ノ峯団地

坂ノ上  きよ子 川西、西ノ原、後町、畑中、上西中、新西中、
桜山団地、みどり団地、西ノ原団地

中原  信夫 川端、川中、池ノ上、宮ノ上、川北、
内之野、なのはな団地

井手  敬子 中原、宮下 、柏木、古渡、尾野見住宅、
中原団地、さゆり団地、さくら団地

津曲  美奈子 上園、下井手口、中井手口、
大谷、大野原、稲ケ迫、暁

山下  治子 大続、上中村、下中村
新村  辰郎 桃木、有野

德増  恵 主任児童委員
中西  浩二 主任児童委員

有 明 地 区
氏　名 担　当　地　区

菅野  正昭 菅牟田、風八重、室太郎、楢ヶ原、竹崎
福留  文雄 下縄瀬、上縄瀬、黒葛、牛ヶ迫、土江

黒川  佑子
東山之口、中山之口、西山之口、中央、中山之口住宅、

伊﨑田団地、伊﨑田小前住宅

寳永  イツ子 茗ヶ谷、宝永、飯野、丸岡、字尾
和佐  俊子 川路、宮塩、中野、本村

留岡  津美子 伊﨑田鍋、久木迫、高下谷
穴見  由美子 猜ヶ宇都、仮屋、小松、牧ノ内、小松の里、志陽
野口  スズ子 下野井倉、野井倉、共和、飯山、豊原、中次

森重  晃一
中央吉村、中吉村、西吉村、南吉村、

中原、西穂成、野吉住宅、吉村住宅、前原団地

曽原 幸子 穂成、土橋、坪山、早馬、東吉村 、吉村、野吉、吉野

南  眞太郎
上肆部合、中肆部合、下肆部合、上高吉、高吉、

第一上苑、肆部合住宅、大角住宅

野村  イサ子 通山、通山住宅、山下住宅、下通山、ラフォ－レ松原
八久保  米子 押切西、押切東、春日

畑山  昭俊 蓬原中野、重田、上馬場
中村  睦子 片平、東大久保、西普現堂、上普現堂、普現堂

磯脇  みね
西馬場、下馬場、蓬原団地、西大久保、

西上馬場、馬場、大久保

河原橋  節美 下宇都、上宇都、平山、元平山、花立、上大久保
小野  朱実 宇都鼻、下宇都鼻、荷返、中須、供養松、宇都団地
鍋迫  健二 東中組、西中組、高井田、西下、東下、前村、原田団地
安藤  敦子 東原東、東原中、東原西
宮吉  涼子 草野、宮下、立本、下原、岩瀬戸
東條  詔子 岩屋、頭方限、中方限、下方限、野神小住宅、野神団地

藤田  薫 倉ヶ崎、曲、本地、水ノ谷
本田  誠 下平野、上平野、柳谷、平野、山重団地、上山重 、山重

篠原  順子 野神鍋、山重鍋、川添、田淵、稲荷下
菅野  勉 芝用、沢津ヶ峯、抜谷、清水、五ヶ丘、芝用住宅
樽水  浩 主任児童委員

米田  明美 主任児童委員

志 布 志 地 区
氏　名 担　当　地　区

飛松　真理子 上・中・下西谷、中学校通り
大山　博美 北大原
田原　作一 大原、南大原
松﨑　三朗 上・中・下・新田屋敷、宇都
下村　絹子 沢目記、高浜、新屋敷、若宮

淵上　思無邪 上・中・下大性院、上・下志布志屋敷、小渕、坂之上
坂元　彦麿 宝満、天神、松原 
西薗　則子 上天神 
後藤　康子 向川原、小浜

伊知地　凉一 夏井
閏野　節子 外之牧、益倉、別府、二反野

岩﨑　アキ子 馬見ヶ塚、平和、南高吉、毛穴野
有馬　ケイ子 東・西弓場ヶ尾、弓里、柳、下柳、棚ヶ下り

外牧　廣美 東・西横尾下、横尾上、西内之倉
森山　久雄 新道、金屋、大諏、紺屋　
山裾　律子 上・下有明、仲町、道場、西町　
取附　正一 南下町、東・西水洗、上・下八坂
池之上　保 上・中・下関屋、関屋団地、海洋団地、横町関屋
和田　義弘 上大黒１・２、中大黒１・２  

牧之瀨　和子 下大黒１・２・３、大浜東
森元　早苗 上昭和、昭和台（監事）

尖　博志 昭和、新町１・２・３
中山　八重子 上・下小西、駅通、興和、大浜西

長野　頼子 水ケ迫団地、清水、東清水、清水中央、南清水 
藤山　三男 六月坂、香月
持留　潤一 町原
髙吉　玲子 朝日町、若浜、若浜新生町、東町団地

風呂谷　一男 若浜中央・南・西・大浜、渚町 
平田　行廣 松波住宅、高札、鳥井下
米田　司春 緑ヶ浜団地、若葉団地、寿町、稚子松、桜ヶ丘
上原　一昭 曲瀬、中島、高吉、大迫
山川　哲朗 上門、上宮内、平城　
吉松　辰志 下宮内、平床、前畑
有馬　文雄 宮脇、安良、曙　
竹田　憲男 中宮　  

伊知地　隆子 一丁田、上之浜
山畑　正文 森山、今別府、山裾、道重、上道重

宮之下　正文 樽野、上樽野、橋之口
田浦　安徳 吉原、牧野、田吹野、大久保　
村岡　政美 平山、宮地、上・下東谷

井久保　修二 山久保、井久保、丸岡、大越
提口　義文 後谷、提口

新地　誠 柳井谷、田床、天堤、鎌石
福留   伸宏 大川内、中川内、片野
柳　ミキ子 潤ヶ野、福島渡、上出水　

中川　由美子 佐野、横峯 
前田　八千代 池野、倉園、馬庭、八郎ヶ野　

吉徳　伸一 主任児童委員
貴島　眞由美 主任児童委員
川野　千代子 主任児童委員

■問い合わせ先：●福祉課 社会福祉係：474-1111（内線 173）

ふ
れ
あ
い
農
園
で
家
庭
菜
園
づ
く
り

を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
志
布
志
町
上
昭
和
地
区
に
あ

る
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
へ
の
入
園
希
望
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
園
期
間
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
で
、
１
年
毎

の
契
約
に
な
り
ま
す
。
農
園
の
１
区
画
当

た
り
の
面
積
は
約
27
㎡
で
、
入
園
料
は
年

額
１
５
０
０
円
で
す
。

　

入
園
を
ご
希
望
の
方
は
、
３
月
14
日

（
金
）
ま
で
に
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
園
希
望
者
が
多
数
の
時
は
、

抽
選
を
行
い
ま
す
。

■問い合わせ・申込先：志布志市役所  志布志支所  産業建設課  農政係　℡：472-1111（内線 411）
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魚
屋
さ
ん
の
料
理
教
室

参
加
者
募
集
！

　

コ
ツ
さ
え
つ
か
め
ば
、
ど
ん
な

魚
で
も
お
手
の
物
！
魚
屋
さ
ん
が

教
え
て
く
れ
る
、
地
元
旬
魚
の
さ

ば
き
方
や
、
魚
料
理
の
コ
ツ
を
楽

し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

◆
開
催
日
時
：
３
月
９
日（
日
）

※
10
時
～
13
時
の
３
時
間
程
度

◆
対
象
者
：
市
内
在
住
の
方

◆ 

定
員
：
15
名（
申
込
多
数
の
場

合
は
、
先
着
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
）

◆
参
加
費
用

　

５
０
０
円（
材
料
代
等
）

◆
場
所
：
志
布
志
地
区
公
民
館

◆
申
込
期
限
：
２
月
26
日（
水
）

※ 

申
込
み
に
つ
い
て
は
電
話
で
お

願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
耕
地
林
務
水

産
課　

林
務
水
産
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１�（
４
２
３
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

平
成
26
年
度
県
営
住
宅
の
空
き

家
待
ち
順
位
登
録
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

◆�

募
集
住
宅
：
寿
団
地
、
ウ
ッ
ド

タ
ウ
ン
宮
脇
団
地
、緑
ヶ
浜（
松

波
）団
地
、
若
葉
団
地
、
海
洋

団
地
、
前
原
団
地
、
ラ
フ
ォ
ー

レ
松
原
団
地

◆
申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間

　

２
月
24
日（
月
）ま
で

　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

◆
抽
選
日
：
３
月
６
日
（
木
）

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
㈱
南
日
ホ
ー
ム��

曽
於
支
所

【
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
】

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
１
‐
２
５
０
０

（
県
曽
於
庁
舎
内
）

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
26
年

度
の
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、
短

期
大
学
、
大
学
（
大
学
院
含
む
）、

海
外
留
学
生
を
対
象
に
、
次
の
と

お
り
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
申
請
書
類
配
布
期
間

　

３
月
３
日（
月
）
か
ら　

◆
対
象
者

●
高
校
生

● 

大
学
生（
大
学
院
生
、
短
期
大

学
生
、
高
等
専
門
学
校
生
、
専

門
学
校
生
を
含
む
）

● 

留
学
生（
高
校
生
、大
学
生
、大

学
院
生
、
短
期
大
学
生
、
高
等

専
門
学
校
生
、
専
門
学
校
生
）

◆ 
募
集
期
間
：
４
月
１
日
（
火
）

　

�
か
ら
４
月
30
日
（
水
）
午
後
５

時
必
着

◆
貸
与
金
額（
年
額
）

●
高
校
生
：
18
万
円

　
　
　
　
（
月
額　

1
万
５
千
円
）

● 

大
学（
大
学
院
含
む
）、
短
大
、

専
門
学
校
生
：
36
万
円

　
　
　
　
　
　
（
月
額　

３
万
円
）

●
留
学
生
：
60
万
円

　
　
　
　
　
　
（
月
額　

５
万
円
）

◆ 

貸
与
方
法
：
金
融
機
関（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
へ
の
口
座

振
込
で
す
。
ま
た
、
振
込
み
は

年
に
３
回（
７
月
、10
月
、２
月
）

で
す
。
貸
与
期
間
は
４
月
～
翌

年
３
月
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

◆
応
募
の
資
格

①�

４
月
１
日
現
在
で
、
本
市
に
３

か
月
以
上
在
住
す
る
者
の
子
で

あ
る
こ
と
。

②�

合
計
所
得
が
５
０
０
万
円
以
下

の
世
帯（
同
時
申
請
者
が
２
名

以
上
の
場
合
は
こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

③�

市
内
に
住
所
を
有
し
、
保
証
能

力
の
あ
る
連
帯
保
証
人
を
立
て

ら
れ
る
こ
と
。

◆ 

返
還
方
法
：
卒
業
し
て
１
年
後

か
ら
、
５
年
～
10
年
の
期
間
で

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■ 

申
請
書
類
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先

●
市
教
育
委
員
会　

教
育
総
務
課

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
３
１
２
）

●
有
明
分
室

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
２
６
１
）

●
松
山
分
室

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
２
６
２
）

県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン

タ
ー
の
診
療
予
約
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
発
達
が
気
に
な
る
お

子
さ
ん
が
、
身
近
な
地
域
で
早
期

に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
平

成
26
年
4
月
か
ら
、
県
こ
ど
も
総

合
療
育
セ
ン
タ
ー
の
診
療
予
約
方

法
を
見
直
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る

場
合
、
ま
ず
は
、
お
住
ま
い
の
市

町
村
や
、
お
子
さ
ん
が
通
わ
れ
て

い
る
保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
に
相

談
し
て
、
早
期
に
療
育
関
係
機
関

の
支
援
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

支
援
を
受
け
る
中
で
、
同
セ
ン

タ
ー
で
の
診
療
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
は
、
支
援
を
行
っ
た
市
町
村

な
ど
が
作
成
す
る
紹
介
票
を
基
に
、

診
療
予
約
を
行
い
ま
す
。
紹
介
票

な
し
で
診
療
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
予
約
を
受

け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
診
療
予
約
以
外
の
、
電

話
に
よ
る
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
同
セ
ン
タ
ー
で

も
直
接
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

●
県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー

【
代
表
℡
】

　

０
９
９
‐
２
６
５
‐
０
０
０
５

【
相
談
専
用
℡
】

　

０
９
９
‐
２
６
５
‐
２
４
０
０

●
県
庁  

障
害
福
祉
課

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
７
４
４

●
志
布
志
市
役
所　

福
祉
課

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
７
２
）

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー

県
民
健
康
講
座

◆
日
時
：
２
月
22
日
（
土
）

　

13
時
30
分
～
16
時

◆
場
所
：
鹿
屋
体
育
大
学　

　

講
義
棟　

１
０
３
講
義
室

◆ 

内
容
：「
生
活
習
慣
と
心
臓
病
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
及
び
相

談
会

① 

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
と
生
活
習

慣
（
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
循
環

器
科
部
長　

城
元
里
朋
）

② 

お
い
し
く
食
べ
る
減
塩
食
（
鹿

屋
医
療
セ
ン
タ
ー
栄
養
管
理
室

長　

牛
鼻
み
ど
り
）

③ 

動
脈
硬
化
予
防
に
効
果
的
な
運

動
は
！
（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

事
業
課
長　

藤
崎
美
代
子
）

④ 

相
談
会
（
血
圧
測
定
、
身
体
測

定
、
健
康
・
栄
養
・
お
薬
相
談

を
無
料
で
実
施
し
ま
す
）

◆
入
場
無
料

◆ 

申
込
不
要
（
直
接
会
場
へ
お
越

し
下
さ
い
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：

● 

県
民
健
康
プ
ラ
ザ

　

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー  

経
営
課

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
０
１

●
事
業
課

　

℡
：
０
９
９
４
‐
５
２
‐
０
０
５
２

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
し
込
み
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
平
成
26
年
４
月
か
ら

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込

み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
お
子
さ
ん

（
小
学
１
～
４
年
に
限
る
）
の
保

護
者
の
方
は
、
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
父
母
の
「
就
業
証

明
書
」
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆ 

受
付
：
受
付
：
２
月
17
日
（
月
）

～
２
月
28
日
（
金
）
土
日
除
く

◆ 

対
象
児
童
：
家
庭
内
・
家
庭
外

就
労
、
母
親
の
出
産
、
病
気
や
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広
告

広
告



2014.2 ■市報しぶし　34

市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。

○桜山団地 333 号　３ＤＫ　公営住宅

　世帯向け３階建て　家賃　13,300 円〜（所得制限あり）

○京ノ峯団地 591 号　４ＤＫ　特賃住宅

　世帯向け一戸建て　家賃　35,000 円（所得制限あり）

○京ノ峯団地 593 号　４ＤＫ　特賃住宅

　世帯向け一戸建て　家賃　37,000 円（所得制限あり）

○西之原団地 302 号　５ＤＫ　市単住宅

　世帯向け一戸建て　家賃　36,000 円（所得制限なし）

■問い合わせ・申し込み先：

松山支所 産業建設課 管理係　℡：487-2111（253）

■松山地区　
２月 今井水道 　 ℡ 487-8868
３月 大迫建設 　 ℡ 487-2058
■志布志地区
２月11 日〜２月17 日 山本組 ℡ 472-1101
２月18 日〜２月24 日 宮崎水道 ℡ 472-1081
２月25 日〜３月３日 高吉組 ℡ 472-0721
３月４日〜３月10 日 崎田建設 ℡ 473-0050
３月11 日〜３月17 日 志布志水道 ℡ 472-3540
３月18 日〜３月24 日 山本組 ℡ 472-1101
■有明地区
２月９日〜２月 15 日 有徳設備 ℡ 475-1596
２月 16 日〜２月 22 日 池崎建設 ℡ 475-2068
２月 23 日〜３月１日 郡山工業 ℡ 475-0008
３月２日〜３月８日 西江建設 ℡ 474-2113
３月９日〜３月 15 日 山中水道 ℡ 474-1440
３月 16 日〜３月 22 日 有徳設備 ℡ 475-1596
※ 水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされない

と基本料金が発生します。水道使用の予定がない場合は、
中止の手続きをお勧めします。中止されていた水道を再
度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路等で水が出ている時は、水道課へご連絡ください。

水道修繕当番店

　

編
集
後
記

　

先
月
号
は
新
年
号
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、編

集
後
記
が
お
休
み
で
し
た
。決
し
て
面
倒
だ
っ
た
と

か
、ネ
タ
が
無
か
っ
た
と
か
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。誌
面
の
都
合
上
、他
の
部
分
は
削
れ
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。本
当
で
す
。▼
す
る
と
「
編
集
後
記
が
な

か
っ
た
ね
」と
か
「
も
う
今
後
も
無
い
の
？
」な
ど
と

い
う
思
い
も
よ
ら
ぬ
反
響
が
。ま
さ
か
、気
に
か
け
て

読
ん
で
い
る
人
が
い
る
と
は
…
。▼
市
報
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
記
事
は
そ
の
全
て
の
原
稿
が
、各
担
当
職

員
の
「
伝
え
た
い
」と
い
う
熱
い
想
い
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。し
か
し
、編
集
後
記
に
熱
い
想
い
は
、全
く

あ
り
ま
せ
ん
。あ
る
と
す
れ
ば
「
今
月
も
無
事
に
完

成
し
て
良
か
っ
た
…
」と
い
う
脱
力
感
く
ら
い
で
す
。

▼
読
み
手
を
意
識
す
る
と
面
白
い
こ
と
も
書
け
な
く

な
り
そ
う
な
の
で
、今
ま
で
ど
お
り
の
感
じ
で
、本
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
國
重
）

✚ ２月・３月の日曜・祝日当番医 ✚

※ 夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間
急病センター（曽於医師会立病院内 )」までお問い合
わせください。（℡ 482-5899）

※ 都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡ 0986-23-
5555）を行っていますのでご活用ください。

３月

２月
16 日 大山病院 （内科） ℡ 472-1400

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

23 日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

２日 大山病院 （内科） ℡ 472-1400

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

９日 石神診療所 （内科、皮膚科） ℡ 474-0107

山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

16 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

21 日 手塚クリニック （内科・外科） ℡ 472-5565

広
告

広
告

負
傷
、
親
族
の
常
時
介
護
等
に

よ
り
学
校
か
ら
帰
宅
し
て
も
1

人
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
児
童

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

●
本
庁�

福
祉
課�
児
童
福
祉
係　

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
７
５
）

●
志
布
志
支
所�

福
祉
課�
福
祉
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
２
０
２
）

●
松
山
支
所�

市
民
課�

福
祉
係　

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
２
７
６
）

運
動
・
体
育
施
設
の
年
間
利

用
予
約
申
込
み
に
つ
い
て

　　

平
成
26
年
度
の
志
布
志
市
内
の

運
動
・
体
育
施
設
の
年
間
利
用
予

約
の
申
込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す

の
で
、
利
用
さ
れ
る
団
体
は
、
必

ず
下
記
の
要
領
に
よ
り
申
込
み
を

さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

た
だ
し
、
大
会
、
イ
ベ
ン
ト
に
限

り
ま
す
。

◆ 

対
象
施
設
：
城
山
及
び
志
布
志

運
動
施
設
並
び
に
有
明
の
体
育

施
設

◆ 

利
用
期
間
：
平
成
26
年
４
月
１

日
～
平
成
27
年
３
月
31
日

◆ 

申
込
方
法
：
所
定
の
利
用
予
約

申
請
書
に
よ
る
（
教
育
委
員
会

に
あ
り
ま
す
）

◆ 

受
付
期
間
：
平
成
26
年
２
月
１

日
（
土
）
か
ら
平
成
26
年
２
月

28
日
（
金
）
ま
で
。

◆ 

申
込
み
先
：

●
城
山
総
合
公
園
の
運
動
施
設

　

→　

城
山
総
合
公
園
体
育
館

● 

志
布
志
運
動
公
園
の
運
動
施
設

及
び
し
お
か
ぜ
公
園　
　
　
　

→　

志
布
志
運
動
公
園
体
育
館

●
有
明
体
育
施
設　
　
　
　
　
　

　

→　

有
明
総
合
体
育
館

※�

志
布
志
陸
上
競
技
場
・
ふ
れ
あ

い
広
場
・
し
お
か
ぜ
公
園
は
12

月
～
３
月
は
養
生
期
間
の
た
め
、

原
則
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
注
意
事
項
：

①�

電
話
で
の
申
込
み
は
、
受
け
付

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②�

各
団
体
の
利
用
予
約
日
の
日
時

が
、
市
及
び
市
体
育
協
会
等
の

行
事
と
重
複
す
る
時
は
、
市
及

び
市
体
育
協
会
が
優
先
し
ま
す
。

③�

利
用
予
約
日
の
日
時
が
、
他
の

団
体
と
重
複
す
る
と
き
は
、
後

日
当
該
団
体
の
間
で
話
し
合
っ

て
い
た
だ
き
、
調
整
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
教
育
委
員
会

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
３
３
１
）

農
家
の
皆
様
へ

　

最
近
、
農
作
業
で
ト
ラ
ク
タ
ー

等
な
ど
を
使
用
し
た
後
、
そ
の
ま

ま
道
路
を
走
行
す
る
た
め
、
道
路

に
土
が
巻
き
散
ら
か
さ
れ
て
い
る

と
い
う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
使
用
し
た

後
は
、
必
ず
ほ
場
内
で
、
大
ま
か

な
土
落
と
し
な
ど
を
行
っ
て
か
ら
、

道
路
を
走
行
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
農
家
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

農
政
課　

農
政
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
４
２
７
）

鹿
児
島
県
霧
島
ア
ー
ト
の
森

臨
時
休
園
の
お
知
ら
せ

　　

収
蔵
作
品
の
燻
煙
処
理
等
を
実

施
す
る
た
め
、
左
記
の
期
間
、
臨

時
休
園
と
な
り
ま
す
。

◆
２
月
17
日（
月
）か
ら

　

２
月
24
日（
月
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
児
島
県
霧
島
ア
ー
ト
の
森

　

℡
：
０
９
９
５
‐
７
４
‐
５
９
４
５
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２月・３月の行事予定
 ● げんき市（昭和通付近）
　  毎週金・土曜日（９時〜 15 時）
 ● 戌の市（宝満寺公園）
　  ２月 20 日、３月４日、３月 16 日、３月 28 日
 ● そば処ちんたら庵（国道 269 号線沿）
　  火曜日（そば）・日曜日（野菜等販売）
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2/12 水
　心配ごと相談（10：00 〜 15：00 健康ふれあいプラザ）

肺がん脱漏検診（有明地区）※ 1

母子手帳交付（9：30 〜 12：00 松山支所市民課窓口）

13 木 肺がん脱漏検診（志布志地区）※ 1

１歳６ケ月児健康診査／麻しん風しんⅠ期予防接種（13：00 〜 13：30 受付 健康ふれあいプラザ）

14 金

　特設人権相談（尾野見地区公民館 10：00 〜 15：00）
肺がん脱漏検診（志布志地区）※ 1

１歳児歯科相談（9：30 〜 10：00 受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10：30 〜 12：00 健康ふれあいプラザ）

15 土
16 日
17 月

18 火

　心配ごと相談（10：00 〜 15：00 老人福祉センター松山）
　法律相談（13：00 〜 15：00 志布志支所５Ｆ会議室）※２

１歳児歯科相談（9：30 〜 10：00 受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10：30 〜 12：00 やっちくふれあいセンター）

19 水
　心配ごと相談（10：00 〜 15：00 健康ふれあいプラザ）

３歳児健康診査（13：00 〜 13：30 受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13：30 〜 16：30 本庁保健課窓口）

20 木 　心配ごと相談（10：00 〜 15：00 市民センター有明）
　行政相談（13：00 〜 16：00 志布志支所５Ｆ会議室）

21 金
22 土
23 日
24 月
25 火 ５歳児歯科検診（13：00 〜 13：30 受付 健康ふれあいプラザ）

26 水
　心配ごと相談（10：00 〜 15：00 健康ふれあいプラザ）
　交通事故に係る弁護士相談（13：00 〜 15：00 県交通事故相談所 鹿屋支所 ℡ 0994-52-2089）

母子手帳交付（9：30 〜 12：00 松山支所市民課窓口）

27 木 １歳児歯科相談（9：30 〜 10：00 受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10：30 〜 12：00 宇都鼻研修センター）

28 金
3/1 土

2 日 両親学級（9：20 〜 9：30 受付 子育て支援センターはぐくみランド）
3 月

4 火 　心配ごと相談（10：00 〜 15：00 老人福祉センター松山）
　法律相談（13：00 〜 15：00 本庁３Ｆ会議室）※３

5 水

　心配ごと相談（10：00 〜 15：00 健康ふれあいプラザ）
　心配ごと相談（10：00 〜 15：00 市民センター有明）

乳児健康診査（13：00 〜 13：30 受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13：30 〜 16：30 本庁保健課窓口）

6 木 　年金移動相談所（10：00 〜 15：00  志布志支所５Ｆ会議室）※４

7 金 育児学級（9：30 〜 10：00 受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談 (10：30 〜 12：00 健康ふれあいプラザ）

8 土
9 日

10 月

11 火 育児学級 (9：30 〜 10：00 受付 やっちくふれあいセンター )
育児相談 (10：30 〜 12：00 やっちくふれあいセンター）

12 水
　心配ごと相談（10：00 〜 15：00 健康ふれあいプラザ）

１歳６ケ月児健康診査／麻しん風しんⅠ期予防接種（13：00 〜 13：30 受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（9：30 〜 12：00 松山支所市民課窓口）

13 木
14 金

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※２ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡ 472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※３ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課文書法制係　℡ 474-1111（内線 224）までご連絡ください。
※４ 年金移動相談は事前予約制になります。志布志支所市民課　℡ 472-1111（内線 223）までご連絡ください。
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